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変ݮ機ŋΠϯόʔλ

1oXFS�5SBOTNJTTJoOT���*OWFSUFST
มݮػ･Πンόータ01

　気候変動は危機的状況にあり，環境問題の枠にとどまらず,
経済・社会にも大きな影響を与える問題として認識されてい
る。この地球規模の問題を解決すべく，世界各国がカーボン
ニュートラルの目標を掲げ，達成に向けた取組みを加速させ
ている。産業機械分野においても，目標達成のため省エネル
ギーに対応した製品への要求が高まっている。
　このような状況に鑑み，当社では省エネルギー化に対応し
たハイブリッド減速機HECYや小型インバータHF-620シ
リーズを製品化するなど，カーボンニュートラルに貢献でき
る製品の開発を継続している。
　また，先進国を筆頭に少子高齢化が進んでいることから，
サポートやサービス用ロボットが今後ますます普及していく
ことが予想されている。ハイブリッド減速機HECYは，樹脂
材料と金属材料を組み合わせた構造により，従来の減速機と
比較して重量が1/3となるなど，この分野に適した製品と
なっている。

　食の安全という面では，食品・飲料業界で人体に影響を及
ぼさない製品が要求されている。これに対し，内部にNSF(国
際衛生化学財団)認定のグリースを適用したオールステンレ
ス製のプレストNEO減速機を開発した。また，ポンプや攪拌
機などの用途に向けて，低減速比に特化した減速機を開発し,
顧客選択肢の充実を図っている。
　このように，社会問題や顧客課題の解決に貢献していくこ
とを目的とした製品開発を進めていく所存である。

※「プレスト」は，住友重機械工業株式会社の登録商標です。

ステンレス製プレストNEO減速機
　近年，৯品Ӵੜ๏のվఆにい৯の҆શにରする意ࣝがߴ

まっており，ࢢ場ではεςϯϨε製ΪϠϞʔλのध要もߴま

りつつ͋る。当社は，͜のようなࢢ場要ٻにԠえるく2023

年にΦʔϧεςϯϨε製ϓϨετNE0ݮ機を新たに։発

し，まͣは特ఆ٬先へのൢചを։࢝した。

　本ΪϠϞʔλのݮ部のઃܭは，当社のϓϨετNE0ݮ

機をϕʔεにN4F☩)̍֨نάϦʔεを෧入しており，Ϟʔλ

部にはLaGerU社0E.のεςϯϨεϞʔλを࠾用している。
ओ要༷を࣍にࣔす。

　ɾܗ式 ;7FX.404☩1280☩EP☩5ʙ30

;7FX.41☩1280☩EP☩5ʙ30

　ɾϞʔλ容ྔ 0.37k8，0.75k8，̐P

　ɾϞʔλిࡾ ݯ૬ 200�200�2207，50�60�60)[

　ɾݮൺ ̑ʙ30ൺ

　ɾ५方式 άϦʔε५☬N4F☩)̍άϨʔυ☭
特を࣍にࣔす。

	1
機のᝑମにՃえग़力࣠，Ωʔ，Ϙϧτφοτྨݮ　

のすてをεςϯϨε製とし*P65のਖɾਫੑを実

。したݱ

	2
　ඪ४ϓϨετNE0γϦʔζで実の͋るߴいかΈ合

いのंࣃとέʔεのߴ߶ੑઃܭで੩かなӡసԻを実

。したݱ
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低減速比インボリュート減速機 6000SLシリーズ
٬のஔのछྨや特ੑにより，ճసやճސ機にはݮ　

స方をՄ変させる用్が存在する一方で，一ఆのճస

で࿈ଓӡసする用్も存在する。特にϙϯϓや֧፩機は，ݮ

機から必要なճసをಘる͜とができれば，Πϯόʔλ

を用せͣに用ిݯを入れする͜とができる。ただし，

900ʙ1200r�NinのߴྖҬにおいて̐PϞʔλ☬ఆ֨ճస数

1800r�Nin☭を用する場合は，ݮൺ1.5ʙ̎ൺが必要と

なる。

　͜のような用ిݯ入れでの用్にରԠすく，ݮ

ൺに特Խした60004LγϦʔζを։発した。

ओ要༷を࣍にࣔす。

ɾݮ機λΠϓ ฏ行࣠λΠϓ

ɾϞʔλ容ྔ 2.2ʙ7.5k8，̐P

ɾ番 6094Lʙ6134L

ɾݮൺ 1.5ʙ10ൺ

ɾऔ合いੇ๏ $:$L06000γϦʔζとಉ一

特を࣍にࣔす。

☬1☭　ϔϦΧϧΪϠを࠾用したޮߴݮ機ߏで͋る。

。かく最దなબఆがՄで͋るࡉൺのඈͼがきめݮ　☭2☬

，̎，ൺɿ1.5ݮ☬　　 2.5，̏， ̐， ̑， ̒， ̔， 10ൺ☭

☬3☭　άϦʔε५で͋り，ϝϯςφϯεੑがྑい。

※「CYCLO」は、住友重機械工業株式会社の登録商標です。

小形高性能インバータ HF-620シリーズ
　লΤωϧΪʔԽやߴ付ՃՁԽへの要ٻから，Πϯόʔλ

の用్は֦大している。͜の用్֦大にରԠすく，খߴܗ

ੑΠϯόʔλをϞσϧνΣϯδした)F☩620γϦʔζの発

ചを։࢝した。
ओ要༷を࣍にࣔす。

ɾΠϯόʔλ容ྔ　単૬ 2007ï0.2ʙ2.2k8☭

☭૬ 2007ï0.2ʙ7.5k8ࡾ　　　　　　　　　

　　　　　　　　　 4007ï0.4ʙ7.5k8☭

ɾద用Ϟʔλ容ྔ　ࡾ૬ 2007ɾ4007ï0.2ʙ7.5k8☭

特を࣍にࣔす。

☬1☭　Ϟχλの֬ೝやύϥϝʔλのઃఆがしやすいૢ࡞μ

ΠϠϧをࡌした。

A$2007�4007☭なし☬ݯにより，ओిిڅޚ%$247੍　☭2☬

でύϥϝʔλのઃఆがՄで͋る。

☬3☭　̎छྨのϞχλをಉ࣌に̌ʙ107，̐ʙ20NA，ύϧ

ε̌�107でग़力Մで͋る。

☬4☭　ηϯαϨεϕΫτϧ੍ޚにより，࢝ߴಈτϧΫが要ٻ

されるΪϠϞʔλの֬実なىಈੑを֬อした☬࢝ಈτϧ

Ϋ200�Ҏ上☭。

☬5☭　γϛϡϨʔγϣϯ機により，Ϟʔλଓなしでٖ

తにࢠɾ௨信ಈ࡞の֬ೝなどを行う͜とができる。

	6
　FA௨信機として.oECVT-3T6にඪ४ରԠしているŇ

ΦϓγϣϯϢχοτをணする͜とで$$-Link௨信もର

Ԡ༧ఆで͋る。

	7
　ւ֎6☬֨نL，D6L，$EϚʔΩϯά☭にରԠしているŇ
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ハイブリッド減速機 HECYの開発
　ैདྷの࢈業ϩϘοτでは，Ґஔਫ਼ɾߴ߶ੑがٻめられる

͜とから，ݮ機にはߴਫ਼ɾڧߴが必要とされていた。

一方で，今後ࢢ場が大きく৳するαʔϏεϩϘοτでは，

よりਓに近なと͜ろで用される͜とからʮ҆શɾ҆心ʯ

が重要なੑとなり，そのうえでշదなੜ׆を支援する͜と

になる。

　そ͜で当社は，͜のαʔϏεϩϘοτにదしたݮ機とし

て，ϋΠϒϦοτݮ機)E$:を։発した。本機は，ܰྔ

で੩ॗੑに༏れたݮ機とする͜とでਓに༏しいϩϘοτの

実ݱにݙߩしていく。थࡐࢷྉとۚଐࡐྉを組Έ合Θせたϋ

ΠϒϦουߏにより，ैདྷのݮ機とൺֱして重ྔは1�3，

さらに੩ԻɾϝϯςφϯεϑϦʔを実ݱしたܰྔݮ機で

͋る。

　今後はさらなるੑの上をਐめ，αʔϏεϩϘοτなど

のにおいて，そのීٴの一ॿとなるよう։発をਐめてい

く。

　ओ要༷を࣍にࣔす。

　ɾ֎ܘ П98NN

　ɾϐʔΫτϧΫ 20NN

　ɾ࣭ྔ 0.5kH

　ɾதۭܘ П25.5NN

　ɾ५ۃ গάϦʔε५
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ʪϓϥενοΫ機械事業部ʫ

1MBTUJDT�.BDIJOFSZ
プϥενοΫՃػց02

　2023年の成形機市場動向は，前年に比べ厳しい状況であっ
た。そうしたなかで，国際プラスチックフェアIPF Japan 
2023が2017年以来の展示形式で開催され，会場では多くの
ユーザとのコミュニケーションが実現した。
　当社は，新機種となるSE-EV-SシリーズをIPF Japan 2023
に初出展した。ユーザの環境負荷低減に貢献することを目的
として，成形機能やアプリケーションに加え周辺機器との連
携による省人化やトレーサビリティについても展示を行い，
当社ブースには多くのユーザが高い関心を持って足を運ん
だ。新機種は最新の国際安全規格にも準拠しており，生産現
場におけるさらなる安全性の向上など生産地をグローバルに
展開するユーザの要求に応えることを可能とする。
　近年の医療業界で注目を集めているマイクロ流体デバイス
を生産するための成形機には，高い性能と不良を抑える技術
が必要とされる。これには当社の高い圧縮成形技術を適用す
ることで，不良現象を抑制しながら難易度の高い成形を実現

した。この技術は医療分野だけでなく，自動車分野のニーズ
に対しても適用が可能である。
　脱炭素社会の実現に向けて，成形機の消費電力低減など，
ユーザからの生産設備への要求は年々大きくなっている。こ
のような要求が高まる一方で，設備の生産に伴う廃棄樹脂の
削減や，成形不良の抑制に対する取組みにも注目が集まって
いる。当社は，成形機の樹脂流路の末端であるノズル部分で
発生する糸引きと呼ばれる不良現象への対策として，FTCⅢ
ノズルおよびSZノズルをユーザに提供している。後者は新
商品として市場投入したノズルであり，自動車向けのコネク
タ部品に用いられる樹脂に対して有効であり，生産現場の歩
留まり向上に貢献している。
　専業メーカーである当社は，市場や顧客の要望に応えるべ
く，今後もさまざまな製品やサービスを市場に投入してい
く。

サステナビリティを実現する新機種SE-EV-Sシリーズ
　4E-E7-4γϦʔζは，当社શిಈࣹग़ܗ機のओ力機छで

͋る4E-E7-AγϦʔζ（ܕక力300ʙ1800kN）およͼ4E-E7-

A-)%γϦʔζ（ܕక力2200ʙ5000kN）の後ܧ機छで͋る。

とࣹڥٿ٬χʔζから，地ސ今の社会やଟ༷Խするࡢ

ग़ܗにܞΘる࢈業શମの持ଓを目తとして品ίϯηϓτ

をʮ4VTUainaCMe .oMEinHɾ4NarU .anaHeNenUɾ4aGeUZ ʯとఆ

め，͜れら̏つの಄จࣈʮ4ʯをγϦʔζ名にਾえた。

　本γϦʔζでは2016年に։発した4E-E7-AγϦʔζをϕ

ʔεに，ج本ੑを支えるϋʔυΤΞをܧঝして̏つの4

を۩ݱԽするιϑτΤΞ機を֦充している。

　特を࣍にࣔす。

（1）FF$ΨΠμϯε

　　ࣹग़ѹ力での充రを実ݱする当社ಠࣗ技術FF$の

より簡単で֬実なઃఆを支援する。

（2）ࣗಈলΤωϧΪʔ੍ޚ

　　ࣹग़Ϟʔλのফඅి力をݮする。

（3）最খ༹༥ؒ࣌දࣔ

　　ώʔλのফඅి力をݮする。

（û）ফඅి力Ϟχλ

　　　ফඅి力を見えるԽする。

　本γϦʔζは，最新の҆ࡍࠃશ20430 40*֨نɿ2020（+*4 

# 6711ɿ2021）に४ڌしており，ੈքதのੜݱ࢈場における

。い҆શੑを֬อしているߴ
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射出成形における微細転写成形技術
　近年，ҩྍ業քでは，ඍྔのࢼༀやݕମでࠪݕや実ݧを行

う͜とができるϚΠΫϩྲྀମσόΠεが目されており，ඍ

められている。また，ࣗಈंٻできる技術が࢈ঢ়をྔܗなࡉ

業քに目をければ，ϥΠςΟϯάやηϯγϯάなどでύλ

ʔϯの入ったޫֶ部品がٻめられており，ҩྍ業քとಉ༷に

ಁ໌かつߴసࣸというχʔζが見てऔれる。

　最新γϦʔζの4E180E7-4では，సࣸがしいとされる

数ඦnNΦʔμのύλʔϯを，ߴసࣸかつ֎؍不ྑをえた

製品として製する͜とを実ݱした。本ஔでは，సࣸを実

を行っていܗさせるために，̎つのϙΠϯτをԡさえたݱ

る。

　̍つ目はѹॖܗ技術で͋る。ΩϟϏςΟをげたঢ়ଶで

थࢷを充రし，थࢷにかかるԠ力をくし，ෳ۶ંの不ྑݱ

を੍した。また，σΟεΫܗでഓったۚܕ技術を，ύ

ʔτφʔا業と協力し̓inDhαΠζへൣғを֦大し，ੜੑ࢈

がߴい大面ੵ製品でのసࣸܗを実ݱした。

　̎つ目は֎؍不ྑにରԠしたܗ技術およͼΞϓϦέʔγ

ϣϯで͋る。ܕకதのE+ಥग़により，ܕ内でήʔτΧοτを

行う͜とで，ήʔτ部にりやすいԠ力を؇した。また，

ϚϧνΤΞにより製品࣌ܕのਅۭഁյを੍ޚし，ιϦなど

の製品変ܗを੍した。ϊζϧ先ΤΞྫྷ٫機ߏは，ϊζϧ

先のԹをௐし，ܕ։࣌のࢳҾき発ੜを੍している。

ΩϟϏςΟをげたঢ়ଶで充ర
　थࢷѹをݮ

క力でΩϟϏςΟをѹॖܕ
ݮԠ力がཹ　

上ɾγϦϯμԹを上げͣにྲྀಈੑがܕۚ
　थࢷྼԽを੍

型締圧縮 微細転写用金型

充填

圧縮

微細パターン

歩留まり向上・生産性向上に寄与するノズル技術
　近年，ૉ社会の実ݱにけたऔ組ΈがՃしており，

$02ഉग़ݯの一つで͋るഇغथྔࢷをݮらすためにาཹまり

。まっているߴはさらにٻ上にରする要ੑ࢈上およͼੜ

͜れらの՝にରして༗ޮなࣹग़ܗ機のϊζϧ技術を紹介

する。ϊζϧはۚܕと৮し，ܗ機ଆの最ऴथྲྀࢷ࿏とな

る͜とからܗ品࣭に大きなӨڹをٴ΅す。Թがա͗れ

ばϊζϧが٧まり，ٯにߴա͗ればࢳҾきという不ྑが発ੜ

する。ݱܗ場では྆ऀのόϥϯεを݅によりௐする

が，थࢷによってはαΠΫϧをԆばさざるをಘないέʔεが

͋り，ੜੑ࢈下をটく要Ҽとなっている。αΠΫϧをԆば

す͜となく不ྑをվળするには，࣍にࣔす̎छྨのϊζϧが

༗ޮで͋る。

　ैདྷからఏҊしているFT$ᶙϊζϧは，̍κʔϯだった

Թ੍ޚを̎κʔϯで行う͜とでよりਫ਼ີなԹ੍ޚをՄ

にし，҆ఆܗの݅෯をくอってาཹまり上にد༩す

る。また，ैདྷの̎κʔϯ੍ޚϊζϧの՝だったώʔλ部

品のަ࡞業をվળし，ϝϯςφϯεؒ࣌を73ˋݮさせ

ている。

　新։発した4;ϊζϧは，先部にઃけたεϦοτと特घ

な内部ܗঢ়によりϊζϧ先部をదなԹにอͪ，ܕ։ಈ

Ҿき不ྑࢳಈをదਖ਼Խする͜とでྲྀࢷのϊζϧ内部のथ࣌࡞

をݮさせ，าཹまり上にد༩する。特にंࡌ用ίωΫλ

でよく用いられるඇڧԽのPA，P#Tのܗに༗ޮで͋る͜

とが実ূできており，今後の用్֦大がظされる。

FTCⅢノズル

標準ノズル

ノズル（Z15b）温度（℃）

ʪϓϥενοΫ機械事業部ʫ

標準ノズル

SZノズル

PBT成形での比較



機械ࢠ6ి

5&$)N*$"-�:&"3#00,�2023

ʪϝΧτϩχΫε事業部ʫ

&MFDUSo�.BDIJOFSZ
ց03ػࢠి

　電子機械システム事業は，半導体・自動車・プリント基
板・液晶分野を中心に，最先端のシステム製品およびサブシ
ステム製品を提供している。システム製品としては，パワー
半導体製造向けレーザアニール装置（SWA90，93，20シリー
ズ），高密度プリント基板の製造向けであるレーザドリル装置
（SLRシリーズ），自動車・電子機器関連部品の溶接・切断に
使われるファイバレーザ装置（SJLシリーズ）や３次元切断装置
（LASER NEXT，Z’cutシリーズ）をラインアップしている。
サブシステム製品として，半導体・液晶製造装置用高精度リ
ニアモータ（SC，SM，SL，SSLシリーズ），エアアクチュ
エータ（AIRSONIC），半導体露光・高精度検査装置用の小型
超精密XYステージ（SL，SAシリーズ）や真空ステージ（CA，
CSシリーズ）と，液晶製造向け中型ステージ（GA，LAシリー
ズ），自動車・電気電子部品などの産業分野向けのファイバ
レーザ（Z’wsシリーズ）を提供している。レーザアニール装
置は，Si-IGBT用途向けから，次世代パワー半導体のSiCや

GaNデバイス用途向けに量産・研究開発用装置を取りそろえ
ており，Si-IGBT用の300mmウエハプロセス対応機や，SiC
デバイスの200mmプロセスに対応可能な製品も順次市場に
投入している。ファイバレーザは，顧客ニーズに適応した出
力とビームモードをラインアップし，溶接・切断用の周辺機
器に加え，品質管理機用システムの溶接モニタ（Z’eye）も提
供している。ステージは，総合機械メーカーとして培った機
構技術と独自の制御技術により，高精度分野での差別化を実
現している。独自開発のリニアモータは，小型ながらも高推
力・低発熱を実現しており，半導体製造装置関連の高精度・
安定稼働の要求に応えている。多様化する顧客ニーズに当社
の光学，機械，制御技術およびプロセスノウハウを織り込
み，グローバルに商品を提供していく。

※「Z’cut」「AIRSONIC」「Z’ws」および「Z’eye」は，住友重機械
工業株式会社の登録商標です。

˞（　）内ੇ๏はϚχϗʔϧυؚΉ

汎用冷却型リニアモータ SCシリーズ
　当社は，導ମやFP%の製ஔけに൚用ྫྷܕ٫ϦχΞ

Ϟʔλ 4$γϦʔζを։発した。

VUZで͋りな%ߴ上を目తとして今，ஔλΫτλΠϜࡢ　

がらԹ上ঢをくえるϦχΞϞʔλへの要がますます

ઢなどのޮԽרやޮؾ࣓，まっている。しかしながらߴ

ڧ上のΈではରԠできなくなりつつ͋り，ίΠϧ発ੜを

੍తかつޮతにճऩする͜とでԹ上ঢを੍する͜とが

。められているٻ

　本γϦʔζは，ैདྷからධをಘているߴいਪ力҆ఆੑを

ҡ持しつつ，内部にಠࣗのྫྷ٫機ߏを内ଂし，ߴ%VUZで͋り

ながらԹ上ঢのいϦχΞϞʔλを実ݱした。
ओ要༷を下のදにࣔす。

Մಈࢠ�ίΠϧ部

特を࣍にࣔす。

（1） ಈ࣌࡞の発ੜをճऩし，ஔの機械ਫ਼にӨڹを༩

えないྫྷ٫機ߏを内ଂしている。

（2） 当社ಠࣗのྫྷ٫機ߏを࠾用した͜とで，ྫྷഔは不ੑ׆

ྫྷഔҎ֎にਫにもରԠՄで͋る。

（3） ѹଛɾߴѹߏにより，大ྲྀྔにରԠՄで͋るŇ

༷ 単Ґ 4$-)6 4$-)8 4$)-10
ఆ֨ਪ力 N 126 168 209
最大ਪ力 N 380 505 626
ఆ֨ిྲྀ ArNT 6.3 6.1 6.1
最大ిྲྀ ArNT 19.0 18.3 18.3

Ϟʔλఆ数 N�˽8 12.2 14.7 16.3
Մಈࢠ NN 315 412.5 510
ࢠఆݻ NN 135ʷNʴ180ʷn
෯（8） NN 36.2（43.5）

（(）さߴ NN 118.5
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　日々進化するAI，IoT技術や運転支援技術，さまざまな職
種・業界でのデジタルトランスフォーメーション（DX）の必
要性の高まりなど，半導体デバイスはすべての産業の根幹に
なってきている。
　また，世界的なカーボンニュートラルの推進は，電気自動
車（EV）や新エネルギーへのシフトを加速させ，パワー半導
体にも技術革新が求められている。
　イオン注入装置は，半導体デバイスの製造工程において各
部位の電気特性を決定する極めて重要なプロセスを担う装置
である。デバイス構造の微細化や３次元化に伴い，より高精
度の注入量および注入角度の制御が求められるようになって
きている。同時に産業機械としてのイオン注入装置に求めら
れる生産性への要求もさらに高まっている。
　住友重機械イオンテクノロジー株式会社では，イメージセ
ンサの高性能化に欠かせない超高エネルギーイオン注入装置
のSS-UHEⅡを開発した。この装置によって量産される素子

は極めて高感度かつ高精細であり，高精度で高速に物質を認
識するセンシング技術に必要な機能を実現することができる
　また，従来の高電流装置と中電流装置の融合により，高電
流装置の高生産性と中電流装置の精密性を併せ持ったイオン
注入装置SAionも，最先端のロジックデバイスや，車載用パ
ワーデバイスの生産に使用されている。
　本報では，最先端の半導体デバイス製造に必要なイオン注
入工程への顧客ニーズをほぼすべてカバーしたデジタル社会
の基盤を作る装置であるSS-UHEⅡとSAionの２機種を紹介
する。

※「UHE」および「SAion」は，住友重機械イオンテクノロジー株式会
　社の登録商標です。

。

枚葉式超高エネルギーイオン注入装置 SS-UHEⅡ
　本ஔ44-6)Eᶘは，ߴΤωϧΪʔでのΠΦϯ入ϓ

ϩηεにରԠした300NNΤϋ用ຕ༿式ߴΤωϧΪʔΠ

Φϯ入ஔ44-6)Eの後ܧ機で͋る。ैདྷ機44-6)Eは，

$.04ΠϝʔδηϯασόΠεのඍࡉԽやੑߴԽにい，

ϑΥτμΠΦʔυ部へのΠΦϯ入がより深く，よりਖ਼֬に

行えるように，入ΤωϧΪʔを旧機छの最大̎ഒにߴめ，

入֯ਫ਼を大෯に上させた。

　44-6)Eᶘは，A*や*oT技術のී֦ٴ大にう٬ސのԢ

なઃ備ࢿによるܹٸなஔध要֦大にରԠすく，ஔ

$00（$oTU 0G 0wnerThiQɿΤϋ̍ຕ当たりのॲ理අ用）

ϦʔυλΠϜॖ，ஔܰྔԽおよͼεϚʔτϑΝΫτ，ݮ

ϦʔԽを目తに։発され，すでに最先の$.04Πϝʔδη

ϯαϝʔΧʔにෳ数ೲ入されている。

　さらに，ஔ੍ޚγεςϜをશ面新し，大容ྔのஔη

ϯγϯάσʔλऩ集や֤ஔをωοτϫʔΫでଓする͜と

がՄとなった。͜のγεςϜにより，ੜ࢈工ఔでऩ集し

ੵされたσʔλを機械ֶशɾ解ੳなどのA*技術をってॲ理

する͜とで，͜れまではࠔで͋ったϏʔϜ発ޚ੍֯ࢄや新

ਫ਼に行う͜とߴかつؒ࣌を࡞ΤωϧΪʔ݅のཤྺن

をՄとした。今後も，͜れらのΞϓϦέʔγϣϯをਵ࣌Ϧ

Ϧʔεする͜とで，ܧଓతにஔ付ՃՁ上を目指し，ސ

٬のੜ׆࢈ಈにݙߩしていきたい。
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統合型新イオン注入装置 SAion
　本ஔは，ੈ࣍までରԠՄな入品࣭とߴੜੑ࢈をซ

せ持ͪ，ैདྷのྲྀిߴஔとதిྲྀஔを༥合する͜とで

ൣғの導ମσόΠε製をՄとするʮALL *N 0NEʯの

300NN，200NNΤϋରԠΠΦϯ入ஔで͋る。

　210ke7までのϏʔϜిྲྀをैདྷのதిྲྀ機ൺで̎ഒҎ上

に૿ڧし，ϝΧχΧϧεϧʔϓοτ500ຕ�hのߴൖ送と，

̎ఔのΦʔτϏʔϜηοτΞοϓにより，大෯なੜ࢈

。上をୡしたੑ

　最先σόΠεではඍࡉԽがਐΈ，さらに，FinFETや

(AAのようなཱମతߏとなっている。4Aionでは，͜れら

に必要とされるύʔςΟΫϧݮ，υʔζਫ਼上，ϏʔϜ

֯，発ޚ੍֯ࢄなどの品࣭面においても༏れたஔとなっ

ている。͜のようなੑをධՁされ，2022年にはੈք最大

खϑΝϯυϦϝʔΧʔにおいて，ੈ࣍ϩδοΫσόΠε

のྔ࢈にதిྲྀϓϩηεのج४ஔとして࠾用され，2023年

からはྲྀిߴϓϩηεでの࠾用ධՁが։࢝されている。

　また4Aionは，தΤωϧΪʔྖҬでྲྀిߴ入がՄなੈ

քॳのຕ༿式ΠΦϯ入ஔでも͋り，ύϫʔσόΠεの製

にۃめて༗用なஔで͋る。ࠃ内およͼւ֎٬ސにおける

ύϫʔσόΠεࢢ場でも࠾用がਐΜでおり，ϩδοΫσόΠ

εやύϫʔσόΠε٬ސをத心にさらにੈքల։をਐめてい

くܭըで͋る。
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ʪΤωϧΪʔڥ事業部ʫ

　当社は，エネルギー・環境施設分野において，循環流動層
（CFB）ボイラ，気泡流動層（BFB）ボイラ，金属回収再資源化
設備，灰処理設備，蒸発・晶析設備および水処理設備などの
製品を通じて，カーボンニュートラル・資源循環型社会の実
現および地球環境の保全に貢献すべく努力している。
　エネルギー環境事業部では，2023年度納入実績として，バ
イオマス燃料のCFBボイラ発電設備，地域密着型の分散電源
石炭火力発電所から発生する石炭灰をセメント工業などに有
効利用することを目的とした灰貯蔵・輸送設備の３件を紹介
する。各設備とも，環境負荷の低減に大いに寄与できるもの
となっている。
　①　74.95MW級バイオマス発電設備
　②　分散電源型木質バイオマス発電設備
　③　石炭火力発電所向け石炭灰貯蔵・輸送設備
　住友重機械エンバイロメント株式会社は，民間企業向けの
水処理や，浄水場・下水処理場・汚泥再生センターなどの官

，

公庁向けの水処理などの事業を柱としている。これまで培っ
てきたプラント建設と運転管理・保守メンテナンスの経験と
技術を融合させ，廃棄物からの有価物回収とエネルギー化技
術によりカーボンニュートラルの取組みに貢献し，新たな顧
客価値の創造を目指している。
　今回は，エネルギー回収型設備への取組みとして下水事業
における維持管理事業について紹介する。
　今後も環境とエネルギーの総合エンジニアリング会社とし
てカーボンニュートラル，資源リサイクルおよび環境負荷低
減という社会的要請に応えるべく，さらなる技術開発および
新技術の実用化に注力していく。

74.95MWバイオマス発電設備
　本発ిઃ備は，合ಉ会社ైの都όΠΦϚεΤφδʔ（株式

会社Ϩϊό，ϢφΠςουܭը株式会社，住友ྛ業株式会

社，Έͣ΄Ϧʔε株式会社，3eno%aύʔτφʔζ合ಉ会社

ग़ࢿ）にೲ入した࣭όΠΦϚεઐমの発ిઃ備（発ిग़力

74.95.8，ϘΠϥৠ発ྔ260U�h）で͋る。年ؒ発ిి力ྔ

̑ԯk8h，一ൠՈఉの17ສੈଳのి力をڅڙする࣭ό

ΠΦϚεઐমの発ిઃ備としては，ࠃ内最大ڃのग़力نを

༗する。

　当社は，ࣛౡݐઃ株式会社とڞಉا業ମをߏして$F#Ϙ

Πϥ，発ిઃ備，ड変ిઃ備およͼ೩ྉड入れڅڙҠ送ઃ備

をআく付ଳઃ備をݐઃしೲ入した。

　本発ిઃ備は，࠶ੜՄΤωϧΪʔで͋る࣭ϖϨοτ，

P,4（ύʔϜᒀ֪ࢠ）を೩ྉとし，ৠ࠶ؾγεςϜを組Έ合

Θせ೩মޮに༏れた住友重機械F8॥ྲྀಈ層ϘΠϥઃ備

を࠾用している。͜れによりޮߴでೋࢎԽૉ（$02）ഉग़

੍ޮՌが見ࠐまれる発ిઃ備となっている。

　また，पล地Ҭへのڥにྀし，ۭྫྷ෮ਫثઃ備，ס式

ེɾ৮ഔઃ備を࠾用する͜とでഉਫྔݮ，ེԫࢎԽ

ɾૉࢎԽのഉग़ྔݮをਤっている。

　2022年̎月にݐઃにணखし，2023年11月18から業ӡ

సを։࢝した。
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分散電源型木質バイオマス発電設備
　本ઃ備は，.TΤφδʔ株式会社にೲ入した࣭όΠΦϚ

εઐমの発ిઃ備（発ిग़力5750k8ϘΠϥৠ発ྔ26U�h）

で͋る。๛なྛݯࢿにܙまれたٶ崎ݝ都ࢢにおけるॳ

めてのόΠΦϚε発ిઃ備で͋り，͜れまでྛࢁにஔされ

ていたྛ地ࡐやະར用ؒെࡐ，製ࡐաఔで発ੜするくͣ

をόΠΦϚεΤωϧΪʔとしてར用する͜とにより，地Ҭの

ྛ業や製ࡐ業のੑ׆Խ，発ిઃ備ӡ用による新たなޏ用ग़

にݙߩしている。

　当社は，$F#ϘΠϥ発ిઃ備のઃܭɾ製࡞ɾ工事（೩ྉड

入れઃ備およͼݐ工事をআく）をෛった。ैདྷのಉن

発ిઃ備ೲ入実のݧܦをੜかし，γϯϓϧなઃ備ߏ，ί

ϯύΫτなஔを実ݱしている。

　தࠃのθϩίϩφࡦによるϩοΫμϯにىҼするւ֎

製品や導ମ不によるిؾ品のೲظれがݦ在Խしたঢ়گ

においてもదなௐୡと工事理を行い，2022年̒月に機械

工事を։࢝し，༧ఆ௨り2023年̎月にҾきし，̏月よりӦ

業ӡసを։࢝している。

。ଓしているܧ٬先にて҆ఆӡసを，点においても࣌ݱ　

石炭火力発電所向け石炭灰貯蔵・輸送設備
　本ઃ備は，ࡾඛ重工業株式会社よりडした+E3Aύϫʔ

横須賀合ಉ会社横須賀Ր力発ి所（650.8ʷ̎Ϣχοτ）け

のੴփஷଂɾ༌送ઃ備で͋る。

　本ઃ備は，ੴՐ力発ి所ϘΠϥのΤίϊϚΠβ，ઃ

備，ΤΞώʔλおよͼిؾ集ਖ機の֤ϗούでั集されたϑ

ϥΠΞογϡをਅۭ༌送ʴѹ力༌送方式でփαΠϩまでۭؾ

༌送しஷଂするઃ備で͋る。

　また本ઃ備は，本でॳめての࠾用となるϘΠϥ下部より

発ੜするΫϦϯΧփをס式でൖ送しৼಈ;るいで;るいけ

するઃ備にՃえ，そのփをϘʔϧϛϧでഁࡅしϑϥΠΞογ

ϡとࠞ合ॲ理するઃ備を༗しており，ηϝϯτݪྉや࿏൫վ

用している。ஷଂされたփは，αΠΫϩϯ׆などに༗ޮࡎྑ

ʴόάϑΟϧλ方式のڃઃ備で+*4نఆのփੑঢ়にڃし

。用できる׆付ՃՁփとして༗ޮにߴ

　ซઃするધੵઃ備はסփでのग़しが̎ܥ౷，࣪փでの

ग़しが̍ܥ౷のߏを࠾用しており，ւ֎をؚめたփのड入

れ先のଟ༷ԽにରԠできるઃ備ߏとなっている。

　͜のように，本ઃ備はੴՐ力発ి所から発ੜするփのࢿ

。に༏しいઃ備となっているڥ，॥をՄとしたݯ
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૧֎ບϢχοτ

ೱॖԚట
Ԛటॲ理ઃ備へ

ഉਫॲ理ઃ備へ
ӷ

Ճ用ৠؾ

όΠΦΨε

ϝλϯ発߬૧

༗機ੑഇغ

有機廃棄物向け高効率嫌気処理システム

エネルギー回収型設備への取組みについて
　近年，ΧʔϘϯχϡʔτϥϧを目指すಈきがੈքதでՃ

している。֤ا֤，ࠃ業がԹࣨޮՌΨεഉग़をݮし，り

の$02をٵऩɾ׆用するऔ組ΈをڧԽしている。࠶ੜՄΤ

ωϧΪʔのར用や持ଓՄなϓϩηεの࠾用，ྛのอޢɾ

֦大，ΧʔϘϯΦϑηοτ技術などが目され，ΧʔϘϯ

χϡʔτϥϧを実ݱするためのऔ組Έがなされている。その

なかでഉਫɾ༗機ੑഇغからόΠΦΨεïϝλϯと$02の

ࠞ合Ψεðをੜし，࠶ੜՄΤωϧΪʔとして׆用できる

。ॲ理ઃ備は重要なׂをՌたしているੑؾݏ

　住友重機械ΤϯόΠϩϝϯτ株式会社のੑؾݏॲ理ઃ備へ

のऔ組Έを࣍にࣔす。

ᶃ　ߴೱഉਫけੑؾݏॲ理γεςϜï品名ɿ

#*0*.PA$Tð

ᶄ　༗機ੑഇغけޮߴؾݏॲ理γεςϜïਤð

ᶅ　Խֶܥഉਫへのؾݏॲ理γεςϜのద用

ᶆ　ೱഉਫけޮߴੑؾݏॲ理γεςϜ

ᶇ　༉ؚࢷ༗ഉਫへのؾݏॲ理γεςϜのద用

　住友重機械ΤϯόΠϩϝϯτがऔり組Μでいるੑؾݏॲ理

γεςϜのੑ上にରするݕ౼はඅ用ରޮՌが見ࠐまれる

だけでなく，ΧʔϘϯχϡʔτϥϧの実ݱにけて大きな

ׂをՌたす。今後も͜のޮՌを上させ，όΠΦϝλωʔ

γϣϯ技術などのར用でさらなるੑؾݏॲ理γεςϜのੑ

。ଓしていく所存で͋るܧを౼ݕ上に努め，ޮԽ技術の

※「BIOIMPACT」は，住友重機械エンバイロメント株式会社の登録商
標です。

下水事業における「DB＋維持管理事業」受注について
　近年，上下ਫಓでは内ֳなどがओ導し，ຽؒҕୗൣ

ғが֦大している。

　その事ྫの一つとして，住友重機械ΤϯόΠϩϝϯτ株式

会社がදを務めるا業άϧʔϓが，2023年5月にʮ༿ࢁড়

Խηϯλʔ備ɾӡӦ事業ʯの工事ෛܖٴͼҡ持理

ӡӦ業務ҕୗܖをక݁し，事業を։࢝した。ܖؒظは，

ઃ備備工事ɾҡ持理ܖをؚめ2026年までで͋る。

　本事業は，ઃܭのࣗ由が͋る%eTiHn #ViME方式ʴแׅత

なҡ持理ҕୗという，ެڞ工事においてはしい組合Θせ

となっており，શࠃతに見ても先ਐతな事ྫで͋る。

　事業ऀのબఆはϓϩϙʔβϧ方式で実ࢪされ，当社技術に

Ճえ*$Tの׆用もؚめた技術ఏҊを行った݁Ռ，ᶃط存γε

ςϜをੜかした実ੑݱのߴいఏҊで͋る ᶄଞ࣏ࣗମの下ਫ

ಓ事業へのೲ入実が๛で信པੑがߴいఏҊで͋る ᶅொ

ຽへのੵۃతな報׆ಈに関するఏҊで͋る ᶆఏҊ上ݶՁ

֨にରし̎ԯԁのίετݮにおいて۩ମੑにΉ༏れた

ఏҊで͋る の̐点がධՁされた。

　今後，本事業のような%#ʴҡ持理での発が૿えると

༧想される͜とから，͜れまでഓったઃ備ݐઃ技術とҡ持

理にՃえ*$Tの׆用をྐに事業ల։していきたい。
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　当社の量子機器事業は加速器，マグネット，極低温技術と
いったコアコンピタンスを基盤として医療，産業機械，学術
研究などの分野においてさまざまな製品を提供している。
　陽子線治療システムでは，呼吸によって移動する肺や肝臓
などの腫瘍をスキャニング照射で精度良く治療できる超高速
走査用スキャニング電磁石電源を開発した。これにより照射
時間を1/3に短縮することが可能になった。
　ホウ素中性子捕捉療法(BNCT)治療システムNeuCureでは，
GPGPUを用いた線量計算システムを構築し，これまで200
分程度かかっていた計算時間を７分程度にまで短縮した。ま
た治療姿勢に関して，新たな患者固定具を開発した。この固
定具の実用化によって，患者の身体的負担のより少ない側臥
位固定が可能となる。
　陽電子放出断層撮影(PET)においては，18F放射性核種を必
要とする新しい薬剤のニーズが増えている。このニーズに応
じて，ターゲットシステムの性能向上開発を行った。これに

より陽子ビームの高電流化を実現し18F製造能力の向上につ
ながっている。
　現在，アルファ線核医学治療が注目されている。当社では
これに向けた新型サイクロトロンの開発を進めている。この
たびECRイオン源の開発を行い，大強度のHe2+ビームが生成
可能であることを検証した。今後サイクロトロンに統合して
いく。
　産業分野においては，省エネルギー型のMCZ用超電導磁石
を新たに開発した。発生磁場は従来の性能を維持しつつ，消
費電力を57%に低減することができた。これによりエネルギ
ー価格高騰への対応や温室効果ガス排出量の削減といった社
会的課題に応えることができる商品となった。

※「NeuCure」は，住友重機械工業株式会社の登録商標です。

陽子線治療装置用 超高速走査用スキャニング電磁石電源
ઢをࠪしजᙾをృりつࢠいཅࡉ，ではྍ࣏ઢࢠ在，ཅݱ　

ͿすようにরࣹするεΩϟχϯάরࣹが一ൠతで͋る。ٵݺ

によってҠಈするഏや؊ଁなどのजᙾをεΩϟχϯάরࣹで

ਫ਼ྑくྍ࣏するには，ٵݺによるҠಈをえながらؒ࣌

でরࣹする必要が͋る。ؒ࣌রࣹの実ݱには，ཅࢠઢをߴ

ਫ਼かつߴでࠪする技術が不Մܽとなる。ཅࢠઢは࣓

場によりࠪする͜とができ，࣓場発ੜ用のεΩϟχϯάి

࣓ੴおよͼεΩϟχϯάి࣓ੴをྭ࣓するためのిݯが必要

となる。そ͜で，ཅࢠઢのߴਫ਼ɾߴのࠪを実ݱす

く，࣓場をਫ਼ྑくかつૉૣく変Խさせるためのߴࠪ

用εΩϟχϯάి࣓ੴిݯを։発した。

　։発したεΩϟχϯάి࣓ੴిݯのిྲྀਫ਼はఆ֨ిྲྀʷ

ʶ2.5ʷ10-3，ిྲྀҾは430A�NTでిྲྀをҾさせる͜

とがՄで͋る。͜れはैདྷの当社ཅࢠઢྍ࣏ஔ用εΩϟ

χϯάి࣓ੴిݯのిྲྀਫ਼をอͪながら，ిྲྀҾは

̔ഒҎ上，ϏʔϜのࠪは̑ഒҎ上となり，最ऴతなর

。を1�3Ҏ下にॖする͜とがՄとなったࣹؒ࣌

　͜れらを実ݱすく，本ిݯのి力ճ࿏に用するεΠο

νϯάૉࢠにੈ࣍導ମૉࢠで͋る4i$☩FETを，੍ޚ方式

にはϑΟʔυϑΥϫʔυ੍ޚとϑΟʔυόοΫ੍ޚを組Έ合

Θせる方式をそれぞれ࠾用した。͜れらによって，ߴԠ

を実ݱし，ߴਫ਼とߴҾをཱ྆させる͜とにޭした。
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GPGPUを用いたBNCT線量計算システム
　当社が։発した#N$Tྍ࣏γεςϜNeV$Vreおよͼ

NeV$VreυʔζΤϯδϯは2020年にҩྍ機ثঝೝをडけ，

আ不な局所ਐ行または局所࠶発の಄ܱ部がΜにରするอݥ

ྍが行Θれている。#N$Tܭྍ࣏ըでは，ϗૉにՃえて

ਓମをߏするさまざまな࣭とதੑࢠのෳࡶなԠをߴਫ਼

にࢉܭする͜とがٻめられ，ϞϯςΧϧϩ๏を用いた֬

తख๏による์ࣹઢ༌送ࢉܭによるઢྔࢉܭがٻめられる。

։発機ڀݚ力ࢠݪ存のNeV$VreυʔζΤϯδϯは，本ط　

ίʔυP)*T4ࢉܭで։発されたϞϯςΧϧϩ์ࣹઢ༌送ߏ

をϕʔεに։発されており，付༩されるઢྔをࢉܭする。し

かしݱঢ়ではߴਫ਼ïϝογϡαΠζ̏NNҎ下， ౷ܭਫ਼

̑�Ҏ下ðのࢉܭには数ؒ࣌かかっており，そのؒ࣌のॖ

がٻめられている。当社ではؒ࣌ࢉܭをॖすく，ฒྻܭ

 に特Խしたϓϩηοαとして近年目されている(raQhiDTࢉ

ProDeTTinH 6niUï(P6ðにண目し，ߴΤωϧΪʔՃڀݚث

機ߏとのڞಉڀݚにより，ઢྔࢉܭのฒྻɾߴԽに関す

る։発を行ってきた。当社の#N$Tྍ࣏γεςϜNeV$Vreに

よるরࣹをݱ࠶したઢྔࢉܭでは，͜れまで*nUeM Xeon (oME 

6148ϓϩηοαを用いて200ఔかかっていたؒ࣌ࢉܭが

N7*%*A TVrinHΞʔΩςΫνϟを࠾用した(P(P6ï(eneraM 

QVrQoTe DoNQVUinH on (P6ðを用いて̓ఔにまでॖで

きる#N$TઢྔࢉܭγεςϜをߏஙした。 (P(P6を用いたதੑࢠ༌送ࢉܭïதੑࢠ༌送ܦ࿏のՄࢹԽð

BNCT治療システム用患者固定具の開発
　#N$Tྍ࣏γεςϜNeV$Vreは，2020年に಄ܱ部がΜྍ࣏

のҩྍ機ثঝೝをडけ，͜れまでに500ྫをえるྍ࣏が行

Θれている。#N$Tでは，தੑࢠরࣹޱからग़るதੑࢠઢの

とମද面をີணさせる͜とがましޱҡ持のため，রࣹڧ

い。ྍ࣏রࣹؒ࣌は数ेから̍ؒ࣌で͋り，そのؒ，ױ

ऀの࢟はݻఆされる。一方で，রࣹޱはน面にݻఆされて

いる͜とから，ऀױはྍ࣏部Ґをরࣹޱïน面ðにີணさせた

となり，ମにෛ担がかかるମҐのҡ持を༨ّなくされ࢟

る。NeV$Vreでは，ऀױにରするதੑࢠのরࣹ方のબࢶ

を૿やす͜とを目తとして，թҐïϕουðと࠲ҐïҜࢠðの̎

छྨのྍ࣏を備しており，ऀױのଆ面からのྍ࣏にはթ

Ґྍ࣏，ਖ਼面へのྍ࣏には࠲Ґྍ࣏が用いられている。

　#N$Tによるྍ࣏が数ेから̍ؒ࣌࿈ଓで実ࢪされるの

で，ऀױは࠲ҐよりもթҐの方がָにମҐをҡ持する͜とが

できる。一方で，৸たঢ়ଶでਖ਼面をྍ࣏するには，ऀױは横

からに大ޱݞきに৸るïଆթҐð必要が͋るので下になる

きなෛ担がかかり，ମҐのҡ持がࠔになる。そ͜で，ෛ担

のগないଆթҐのݻఆをՄにすく， ऀױをϋϯϞοΫ

ঢ়にり上げてݻఆするݻఆ۩を考Ҋし，ऀױが下にڬΉ

Ϋογϣϯܗঢ়の最దԽとซせて։発を行っている。本ݻఆ

۩を実用Խする͜とで，ମతෛ担のগないଆթҐݻఆがՄ

となり，࠲Ґྍ࣏も不要となる。
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PET診断核種製造用 高電流高収量18Fターゲット

大強度He2+ビーム用ECRイオン源の開発

　ཅి์ࢠग़அ層ࡱӨïPETðにおけるがΜや࣬ױなどの

அで一ൠతに用いられてきたༀࡎのध要が近年に͋

る。その一方では，ΞϧπϋΠϚʔܕೝ知やલཱથがΜな

どにରして特ҟੑを持つༀࡎのχʔζが૿Ճしている。͜の

新たなχʔζにରԠするߴい18F製力がՃثϝʔΧʔ

にٻめられている。
18F์ࣹੑ֩छは，PET用ՃثでՃされたཅࢠϏʔϜ

を，λʔήοτとݺばれる180ਫが充రされた容ثにরࣹす

るときにىきる֩Ԡによってੜされる。しかし，রࣹに

よるがλʔήοτਫのৠ発をҾき͜ىし，ѹ力上ঢによる

λʔήοτのഁଛがとなる͜とから，ߴいྫྷ٫力が不

Մܽで͋る。͜れを೦಄に18Fλʔήοτのੑ上։発を

行った。

　新نλʔήοτではྫྷ٫力のڧԽにより，18.e7のཅࢠ

ϏʔϜのরࣹにおいて，130�Aのిྲྀをୡした。͜の実

を考ྀすると，ओ要機छで͋る$:P3*4 ).☩20αΠΫϩτϯ

において80から117�Aへのిྲྀ上，403から666(#Rへ

のऩྔ上がظできる。

※「CYPRIS」は，住友重機械工業株式会社の登録商標です。

がྍ࣏在，Ξελνϯ☩211を用いたΞϧϑΝઢ֩ҩֶݱ　

目を集めている。Ξελνϯ☩211は，ϏεϚε☩209ඪతに

30.e7にՃしたϔϦϜ֩ࢠݪϏʔϜをরࣹする͜とで

製される。当社では，Ξελνϯ☩211の入खੑを上さ

せ，ༀのੈքతੑ׆Խをଅਐする͜とを目తとして，ൢࢢ

機ではੈք最ڧߴで͋る200e�Aの)e2�ϏʔϜをग़力Մ

な.P☩30XαΠΫϩτϩϯの։発にணखした。その方ࡦの一

つが大ڧの)e2�ϏʔϜをੜするE$3ïEMeDUron $ZDMoUron 

3eTonanDeðΠΦϯݯの։発で͋る。

　E$3ΠΦϯݯのݪ理をઆ໌する。導でϚΠΫϩを導

入し，ϚΠΫϩのΤωϧΪʔをిࢠのટճӡಈにٵऩさせ

る。࣓場によってϓϥζϚνΣϯόʔ内にดじࠐめたిࢠと

りฦす͜とで，ଟՁΠΦϯがੜ܁およͼΠΦϯがিಥをࢠݪ

される。

　本։発では，当社の重ཻࢠઢྍ࣏ஔ用E$3ΠΦϯݯを

ϕʔεに，ϚΠΫϩ導入ޮやϏʔϜをҾきग़すためのి

場を見し，そのޮՌをςετϕϯνにてূݕした。そ

の݁Ռ̏eNAをҾきग़し，目ඪで͋る̎eNAを大෯に上ճっ

てୡする͜とを֬ೝした。

　今後，.P☩30XへΠϯςάϨʔτし2027年のӡ用։࢝を目

指していく。
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省エネ型MCZ用超電導磁石
4i単݁থܘޱで͋る大ࡐ社会に不Մܽな導ମの部ݱ　

は，࣓場印ՃνϣΫϥϧεΩʔï.$;ð๏で製される。

当社はその製工ఔで用されるి導࣓ੴをΤϋϝʔ

Χʔなどへ20年Ҏ上にΘたりڅڙしଓけており，։発当ॳ

から導ྫྷ٫を一؏して࠾用してきたのは当社のΈで͋る。

導ྫྷܕ٫はرগݯࢿで͋るϔϦϜをফඅしないが，ྫྷౚ

機ӡసのためのి力څڙが常࣌必要となる。当社は，Τωϧ

ΪʔՁ֨ߴಅへのରԠやԹࣨޮՌΨεഉग़ྔのݮといった

社会త՝にԠえるく，ྫྷ٫ੑを上させたলΤωܕ

.$;用ి導࣓ੴを։発した。

　当社のैདྷܕ.$;用ి導࣓ੴは，ྫྷౚ機̐による

導ྫྷ٫をඪ४としてきた。লΤωܕでは͜のྫྷౚ機数を

数の̎として，γεςϜશମのফඅి力をݮする͜とに

した。

　։発に当たっては最新の知見にͮجくৄࡉな解ੳによっ

てઃܭを新し，ྫྷ٫ޮを最大Խした。それにՃえて

৵入にରするରࡦをੵΈ上げ，அੑも大きく上させ

た。͜うして当社は，ैདྷൺ57ˋのফඅి力でӡ用Մなল

Τωܕ.$;用ి導࣓ੴを実ݱした。͜のলΤωܕの֎؍

や発ੜ࣓場はैདྷܕとಉじだが，本ମ内部には当社の最新技

術とそれにͮجくさまざまな工をࡌしている。ط存ɾ新

してظ用される͜とを׆く٬に関Θらͣ，本機が෯ސن

いる。

　今後もলΤωϧΪʔੑなどに関する։発をܧଓし，先

技術による社会త՝の解ܾにけたऔ組Έをਪしਐめ

たい。

本体上面 本体側面
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　当社では，極低温冷凍機とクライオポンプの開発，製造お
よび保守サービスを行っている。極低温冷凍機は主にMRIな
どの超電導機器の冷却やノイズ除去を目的とした素子冷却な
どに，クライオポンプは半導体製造装置における排気用途に
使用されている。GM（Gifford-McMahon）冷凍機は，堅実に
成長を続けるMRI市場において高いシェアを維持しており，
４KGM冷凍機RDEシリーズが使用されている。また，高真
空クライオポンプSICERAは半導体製造装置におけるシェア
拡大に向けて，顧客価値につながる開発を進めている。
　当社は将来の事業を支える製品づくりとして，社会課題に
おけるイノベーションに対応した新機種開発を進めている。
本報では，最近リリースした３つの新製品を紹介する。
　最初に紹介する省エネルギー運転機能搭載水冷圧縮機
（E-77A）は，GM冷凍機などと組み合わせて使用される圧縮
機ユニットであり，社会ニーズに適合させるべく省エネルギ
ー性を高めた製品である。通年エネルギー消費効率APF向上
を目的としており，昼/夜などの環境要因による熱負荷変動

に合わせてインバータ周波数を変更することで冷凍能力を可
変とし，トータルでの消費電力低減を可能としている。２つ
目の空水冷hybrid圧縮機（EC-77）は，水冷と空冷両方の排熱
を備えた圧縮機である。通常は冷却効率の良い水冷排熱を用
いて稼働し，冷却水系統異常時のバックアップとして自動的
に空冷排熱に切り替わる機能を持つ。省ヘリウム型MRIにお
ける冷却水トラブル時の停止回避を目的とした導入が期待さ
れる。
　また，近年注目される量子コンピュータ分野では，低振動
を求められる希釈冷凍機の予冷用として４Kパルス管冷凍機
が使用されている。３つ目に紹介する1.5W４Kパルス管
冷凍機（RP-182C2S）は，従来機とのインターフェース互換
性を維持しつつ高効率化による１段冷凍能力向上を図った製
品である。
　今後も引き続き新しい技術分野の活用先の探索を進めると
ともに，顧客装置の価値につながる製品開発を進めていく。

省エネルギー運転機能搭載水冷圧縮機 E-77A
　̐,(.ྫྷౚ機との組合せでΘれるE-77Aѹॖ機は，ग़力

を変更する͜とによりྫྷౚ力がաなときにলΤωϧΪʔ

ӡసがՄで͋る。

　4%(TやΧʔϘϯχϡʔτϥϧといった社会త目ඪにରԠ

すく，ैདྷの指ඪで͋る$0P（$oe⒏DienU 0G PerGorNanDe

だけでなくAPF（AnnVaM PerGorNanDe FaDUor）というධՁ方

๏をซせて見る͜とが必要になってきている。たとえば，ன

で用සが大きくҟなる機ثにରしてྫྷౚ力を変更Մ

とし，ແବなి力ফඅを੍する͜とで$02ഉग़ݮを実

するという考え方で͋る。と͜ろがैདྷの製品には，লΤݱ

ωϧΪʔӡసをՄにするための部品のઃஔεϖʔεがे

になく製品֎ܗの֦大をう͜とから，٬ސのஔに組Έࠐ

まれてΘれるѹॖ機においては͜の製品֎ܗの֦大が՝

となっていた。

　そ͜でE-77Aでは，部品のੑ上によるখܕԽやઃஔ面

ੵをݮらすためのܗঢ়見しを行う͜とで，製品֎ܗを֦大

させͣにলΤωϧΪʔӡసがՄなѹॖ機の։発にޭした

また， 2024年̕月にはถ҆શೝূの一つで͋る6L֨ن

の特घྫྷౚ機のΧςΰϦで͋る6L471によるೝূがഇࢭされ

る͜とから， E-77Aではよりߴい҆શੑがೝূ݅となる

6L60335に४ڌしたઃܭとし， 第ऀࡾ機関によるೝূをಘ

た。本製品を௨じて$02のഉग़ݮにݙߩしていく。

）

。
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1.5W４Kパルス管冷凍機 RP-182C2S
　ύϧεྫྷౚ機は，(.ྫྷౚ機とൺֱしてৼಈという特

を༗しており，ਫ਼ີなܭଌが必要なڀݚおよͼ࢈業用్で

ར用されてきた。近年，ྔࢠίϯϐϡʔλ։発にってرऍ

ྫྷౚ機のध要が૿Ճしている。̐,ύϧεྫྷౚ機は༧ྫྷख

ஈとしてرऍྫྷౚ機にࡌされ，ྫྷߴౚ力ɾৼಈなどが

要ٻされる。

　3P-182$24は，٬ސஔとのΠϯλϑΣʔεੇ๏をҡ持

しつつ，ྫྷౚ機内部のྲྀ࿏߅ݮおよͼަޮվળを

ਤる͜とでैདྷϞσϧ（3P-182#24）から̍ஈεςʔδྫྷౚ

力を上させた。また，本機と組Έ合Θせるѹॖ機Ϣχο

τF-100は，ैདྷϞσϧと組合Θせがಉじで͋りফඅి力も

ҡ持される。͜の͜とから，ैདྷϞσϧから本機へのஔき

えが容қで͋り，̍ஈεςʔδྫྷౚ力上により٬ސにと

ってஔઃܭの෯をげられる製品となっている。

　ओ要༷を࣍にࣔす。

　ɾྫྷౚ力　̍ஈεςʔδ　428 aU 45,

　　　　　　　̎ஈεςʔδ　1.58 aU 4.2,

空水冷hybrid冷却圧縮機EC-77
　E$-77ѹॖ機は，ྫྷ٫ਫのڅڙがったときでもۭྫྷӡస

がՄなhZCriEྫྷ٫方式を備えたѹॖ機で͋る。

　.3*にはڧ力な࣓力をಘる͜とを目తとしたి導Ϛάω

οτが内ଂされており，そのྫྷ٫には大ྔのӷମϔϦϜが

。Θれる

औされ࠾で͋るϔϦϜは，ఱવΨεとともにݯࢿগなر　

る͜とからੜ࢈地Ҭもݶられ，そのՁ֨はߴಅしている。͜

の͜とが新興ࠃへの.3*ීٴをげるোの一つとなってい

る。そ͜で֤.3*ϝʔΧʔはैདྷよりもϔϦϜの用ྔが

গないলϔϦϜܕのڅڙを։࢝している。しかし，লϔϦ

Ϝ3.ܕ*はࡎפとなるӷମϔϦϜがগない͜とから，ۃ

Թྫྷౚ機がఀࢭするとؒ࣌でԹが上ঢしてしまい，

ి導ঢ়ଶのҡ持ができなくなる。ݱ在.3*に࠾用されている

Թྫྷౚ機のѹॖ機には，ഉにΤΞίϯを用いるۭྫྷ式ۃ

よりも，૯ফඅి力のগないਫྫྷ式がଟく用いられている。

͜の͜とから，ྫྷ٫ਫをڅڙするνϥʔのނোでѹॖ機がఀ

。する事ྫが発ੜしているࢭ

　ۭਫྫྷhZCriEྫྷ٫ѹॖ機E$-77は，νϥʔఀ࣌ࢭにਫྫྷӡ

సからۭྫྷӡసへࣗಈでりସΘり，ۃԹྫྷౚ機（ѹॖ機）

のఀࢭをճආする機（当社特ڐ技術）を備えたѹॖ機で͋るŇ

　当社は，ݶり͋るݯࢿの用ྔをݮした.3*のීٴにߩ

٬とともに持ଓՄな社会ސ，する͜とでڙする製品をఏݙ

を目指し，実ݱしていく。
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外観検査装置 KITOV K-BOX
　品࣭ࠪݕにおいて目ࠪݕࢹを導入しているݱ場はしくな

いが，ਓؒのޒ感にཔるࠪݕには不ྑ品ྲྀग़のݒ೦が͋るŇ

　͜のにରして，品࣭の҆ఆੑを目తとした֎ࠪݕ؍

ஔのध要がߴまっている。当社では͜うしたध要にରして，

,*T07.A*社が։発した֎ࠪݕ؍ஔʮ,*T07 $03EγϦʔ

ζʯをൢചしているが，ՃのϥΠϯΞοϓとしてݻఆΧϝ

ϥ൛で͋るʮ,-#0Xʯのൢചを։࢝した。

　本ஔはैདྷの,*T07 $03EγϦʔζからϩϘοτとճ

సςʔϒϧをআいたߏとなっており，Χϝϥをಈかす必要

のないχʔζにରしてઃஔεϖʔεのݮおよͼ導入ίετ

ݮをਤった品で͋る。

　当社は，半導体・液晶製造装置，各種一般産業機械など，
さまざまな市場向けにモーションコントローラ，パワーコン
トローラ，ドライバ，I/Oユニットなどの制御システム製品
を提供している。
　半導体・液晶製造装置においては，微細化や３次元実装化
が継続しており高精度化が進んでいる。当社ではこれらの要
求に対応すべく，高精度リニアモータ，エアアクチュエー
タ，超精密XYステージ用コントローラおよび高精度サーボ
ドライバなどを製品化し販売している。
　塗工機械などの一般産業機械向け制御システムにおいて
は，EVなどに使用される二次電池需要の急速な立上がりを
受け，高速・安定塗工に寄与する間欠塗工システムや，次世
代電池用部材の低張力・高精度搬送を実現するエアダンサシ
ステムを提供している。加えて，装置の立上げをスムーズに
行うことが可能な試運転調整ツールも製品として提供してお
り，顧客装置の付加価値向上に貢献している。

　また，IoT化の流れから，加工プロセス時の状態管理シス
テムや，生産設備の予防保全活動に向けた制御コントローラ
用のデータロギングシステム製品，機械学習や深層学習など
の人工知能を利用してさまざまな欠陥を検出し分類すること
が可能な検査システムを販売しており，顧客の品質管理に貢
献している。
　大容量パワーコントローラ分野では大型プレス，クレーン
を，建設機械および産業用車両向けにはインバータに加え，
二次電池用コンバータによる省エネルギーシステムや，電源
回生コンバータなどの省エネルギー機器を開発し製品化して
いる。これらの機器により，装置の省エネルギー化や騒音・
排気ガス低減などの環境性能改善に貢献している。また，産
業用車両分野では，運転アシスト機能や安全停止機能などへ
の要求が高まっており，当社でもAIを応用した人検知警報装
置や周辺モニタ装置などを開発し販売している。

　ը૾ॲ理ιϑτΣΞは,*T07 $03EγϦʔζとڞ௨で

͋り，機械ֶशや深層ֶशなどのਓ工知をར用して，さま

ざまなܽؕをݕग़しྨする͜とがՄで͋る。͜の͜とか

ら，ϧʔϧϕʔεでのྑ൱ఆのしいࠪݕରについて

は，σΟʔϓϥʔχϯάを組Έ合Θせる͜とでաݕग़をえ

た最దなᮢઃఆができる。

在，ϩϘοτにଓできるAP*をར用して協ಇϩϘοτݱ　

での実をਐめている。本ஔを٬ސのχʔζにԊったϩϘ

οτなどにଓする͜とで，さまざまなڥ下でՔಇする͜

とがظされる。

߲目 ,-#0X（ݻఆΧϝϥ） ,*T07-$03E

ߏ ޫֶΧϝϥʴর໌ ϩϘοτΞʔϜ
ޫֶΧϝϥʴর໌

方式ࠪݕ A*ʴϧʔϧϕʔε A*ʴϧʔϧϕʔε
ϫʔΫαΠζ ஔߏにґ存 10ʙ300NN
ܽؕαΠζ 0.05NNҎ上 0.05NNҎ上

λΫτλΠϜ 0.5T�Օ所 ̍T�Օ所
Ө方ࡱ ఆΞϯάϧݻ ϚϧνΞϯάϧ

ࣸਅ
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μϯα機ߏ

145NN

155NN

ʙ2000NN

510NN

張力変動高精度抑制ユニット ADU-ADA 
ԽがՃしܕԽɾܰྔԽɾബܕやஔのখث機ࢠి，在ݱ　

ている。Ճえて，ೋి࣍やੵ層ίϯσϯαをはじめとして

ਫ਼ີബບృ工を必要とするも૿Ճしている。それにっ

て，用するϑΟϧϜのബບԽや新ૉࡐの࠾用がਐΈ より

められていٻு力変ಈでのϑΟϧϜൖ送がۃு力かつۃ

る。

　そ͜で，3oMM Uo 3oMMੜ࢈ஔけにு力変ಈをߴਫ਼に

੍するϢχοτA%6-A%Aを։発した。本Ϣχοτは，μ

ϯα機ߏによるு力੍ޚγεςϜをϕʔεに，ಈ部にΤΞ

ϕΞϦϯάをࡌし，ு力੍ޚの֎ཚとなるຎࡲをݶۃまで

ݮしている。また，ߴαʔϘหによるߴਫ਼なۭѹ੍ޚ

により，ߴいு力変ಈ੍ޮՌを実ݱしており，最大ࡐج෯

2000NN，最大ு力50NにまでରԠՄで͋る。

　実機ධՁにおいてはࡐج（PETϑΟϧϜ 25�N），ࡐج෯

（200NN），ൖ送（̑N�Nin），ઃఆு力（̍N）のൖ送݅

においてு力変ಈPeak Uo Peak 0.22NҎ下を実ݱした。

　ு力変ಈの੍に大きなޮՌがظできる本Ϣχοτは，

ബບϑΟϧϜൖ送，ۃு力でのൖ送，ߴਫ਼なு力҆ఆੑ

を必要とするൖ送γεςϜの実ݱにد༩している。

߲目 ༷
最大ு力 50N

最大ࡐج෯
（最大ϩʔϥ面）

2000NN
（2200NN）

最大ϩʔϥܘ 120NN
ՄಈετϩʔΫ 11NN

ՙ重੍҆ࢭఀ ޚఆੑ ʶ0.1N
ՙ重੍ޚ Ԡੑ 40)[Ҏ上
ΤΞফඅྲྀྔ 180NL�NinҎ下
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τϥοΫϩʔμʔ
̒式

ϚδοΫϥοΫ
̒ஈʷ3Ϣχοτ
9 324୨（খύϨοτࢉ）

αʔΫϥΠφʔ
̒

ϚδοΫϦϑλʔ
̒

ϚδοΫυʔϦʔ̱ ϚδοΫΧʔ
18式

　物流システム分野では労働力不足，働き方改革，2024年問
題などの物流課題を抱えながらも通販事業の拡大により盛ん
に投資が行われ，物流市場は拡大傾向が続いている。物流機
器もさまざまな自動化ニーズにより国内外で新たな装置が開
発されており，従来にないソリューションも展開されている｡
特に中国では画像処理&AI多台数群などの先端技術を用いた
装置が多数開発されており，新たなソリューションも生み出
されている。
　本報では，高密度保管のマジックラックを用いた出荷セン
ター２事例と工場生産性に寄与する自動倉庫システム，新た
な装置を適用した工場内の部品供給ソリューション，通販
メーカーの既存センター増床に新たなソリューションを適用
し出荷能力を向上させた大型通販システムの計５事例を紹介
する。
　機械式駐車場の分野では，建築費上昇の影響で都心オフィ
スビルや高級マンションの着工遅れの影響を受けたが，住友

重機械搬送システム株式会社の地下パズル式駐車場の特長で
ある高密度かつ高い入出庫能力により設置基数を伸ばしてお
り，地下式駐車場のトップシェアを継続維持している。
　本報では，直近の事例として寒冷地向けに開発した駐車場
を紹介する。乗用車に付着した雪の融水排水に新たな機構が
設けられた寒冷地用パレットを使用した事例である。
　住友重機械搬送システムは物流システム分野，機械式駐車
場分野などにおいて，顧客のさまざまな要望を実現し，顧客
満足度を向上させるべく商品とサービスを提供している。

※「マジックラック」は，住友重機械搬送システム株式会社の登録商標
です。

飲料容器用マジックラックシステム
　ҿྉ用容ثϝʔΧʔの新ྲྀηϯλʔけに，ՙのอ

と入ग़ݿ理を行うϚδοΫϥοΫ☬.3☭γεςϜをೲ入し

た。本γεςϜを導入する͜とで，36524ؒ࣌のϑϧλΠ

ϜσϦόϦʔを担うݿのলਓԽにݙߩしている。

特を࣍にࣔす。

☬1☭　̏Ϣχοτの.3をσουεϖʔεなくஔする͜と

で，ີߴなอを実ݱしている。

☬2☭　.3とฏஔݿとτϥοΫόʔεを，༗يಓं☬αʔ

ΫϥΠφʔ☭で࿈݁する͜とで，লεϖʔεでޮߴな

ແਓൖ送を実ݱしている。

☬3☭　τϥοΫόʔεごとにઃஔしたτϥοΫϩʔμや

όοϑΝίϯϕϠにより，τϥοΫへのੵࠐΈやՙ߱ろ

し࡞業をϑΥʔΫϦϑτ不要で࿈ଓして行えるように

し，࡞業内容のඇઐԽと࡞業ޮの上を実ݱしてい

る。

☬4☭　τϥοΫόʔεを入ग़݉ݿ用にし，γεςϜでり

ସえて入ग़ݿӡ用する͜とで，τϥοΫόʔεのলε

ϖʔεԽを実ݱしている。

☬5☭　.3֨ೲ࣌に，ಉじछྨのՙをまとめてอするとと

もに，入ݿ後に୨内ൖ送でࢄした場合でも࠶集させ

る機を実する͜とで，ଟ品छখϩοτのՙのޮߴ

อを実ݱしている。

※「マジックドーリー」，「マジックカー」および「マジックリフ
ター」は，住友重機械搬送システム株式会社の登録商標です。

　「Circ Liner」は，住友重機械工業株式会社の登録商標です。
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機械部品用ピッキング設備
　本ઃ備は，ݮ機を製する工場内において機械部品の

ϐοΩϯάを行うઃ備で͋る。工場へ入ՙした部品はແਓൖ

送ंで͋る$arUon TranTGer 6niU☬$T6☭によってอ୨へ֨

ೲされ，必要࣌に$T6がϐοΩϯά場所へڅڙし，࡞業ऀ

によってϐοΩϯάを行う͜とでੜ࢈ϥΠϯにڅڙされる。

特を࣍にࣔす。

☬1☭　すてฏஔきอだった部品を10ஈのอ୨に֨ೲ

する͜とにより，อΤϦΞのলεϖʔεԽを実ݱして

いる。

☬2☭　ਓとのಈઢがަࠩしていた͜とからݻఆઃ備の導

入がしかったが，$T6の導入によりਓのҠಈとの

ൖ送のಈઢ֬อをཱ྆している。

ը面から必要な部品を入力するだけで，$T6に࡞ૢ　☭3☬

より̑ίϯςφをಉ࣌にग़ݿしてϐοΩϯά場所までൖ

送する͜とができ，࡞業ऀのলਓԽがਤれる。

☬4☭　ϐοΩϯά࡞業では，重ྔܭによってଌఆした

σʔλをαʔόにऔりࠐΜで用する͜とで，ޮతか

つߴਫ਼な࡞業を行える。 

軟包装工場マテハン設備
　住友重機械ൖ送γεςϜ株式会社では，৯品やҩༀなど

のೈแύοέʔδを製ɾൢചするϝʔΧʔの本社ෑ地

内第̎工場のݐઃにい，طઃ第̍工場と༗機తに࿈ܞし，

製品の૿࢈にد༩するϚςϋϯઃ備をೲ入した。۩ମతに

は，ϑΟϧϜϩʔϧりอのݪŋதؒɾΤʔδϯά

पลઃ備☬ं，ঢ߱機☭およͼύϨοτอの製品ࣗಈ，ݿ

ݿ，पลઃ備☬ं☭でߏされている。

特を࣍にࣔす。

☬1☭　理తな工場ؒൖ送ઃ備を༗しないが，第̍工場か

らΤʔδϯάֻけϩʔϧをग़ݿし，Τʔδϯάܦա࣌

ؒをҾきܧいで第̎工場に入ݿする͜とで，第̍工場の

ຫੑతなΤʔδϯάอ୨数の不解ফおよͼΤʔδϯ

άྃ後ϩʔϧの第̎工場内࣍工ఔへのλΠϜϦʔなڙ

。をՄとしているڅ

☬2☭　ϑΟϧϜϩʔϧอݿ上部へのώʔλઃஔによ

り，̍ݿ内に௨常用ϩʔϧ☬ݪɾதؒ☭୨とΤʔδϯ

ά用ϩʔϧ୨をཱ྆させ，ࣗಈอ୨Ҡಈ機を実す

る͜とにより，ಠཱした̎ݿを必要とせͣ，අ用ରޮ

Ռのߴいઃ備ߏஙにݙߩしている。

☬3☭　第̍工場のϚςϋϯઃ備を੍ޚしているαʔόを更

新し，第̎工場もؚめたશମγεςϜを౷ׅ理する͜

とにより，શ工場のՔಇɾ在ݿɾਐঢ়گをԕִでϦΞ

ϧλΠϜにѲՄで͋る。
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通信販売会社向けGTPシステム
　本γεςϜは，௨信ൢച会社のϩδεςΟΫεηϯλʔ૿

ஙにってೲ入したγεςϜで͋る。૿ங౩にはࣗಈݿや

☭ιʔλʔなどの૿ઃにՃえて，(TP☬(ooET To PerTon

によるϐοΩϯάγεςϜを新たに導入した。2008のอ

୨に品が入ったΦϦίϯが֨ೲされており，60240έʔ

εがอՄで͋る。ϐοΩϯάεςʔγϣϯへの୨ൖ送は

133のA(7が担っている。

特を࣍にࣔす。

☬1☭　อ୨はϐοΩϯά࡞業ऀのもとへA(7でڅڙされ

る͜とから，࡞業ऀのา行ಈ࡞が不要となり，࡞業ऀの

ෛ担ܰݮと࡞業ޮの上を実ݱしている。

☬2☭　ϐοΩϯάεςʔγϣϯでは，ࢹೝੑがྑいLE%

ϐοΩϯάγεςϜを࠾用し，ϐοΩϯάରのΦϦί

ϯをLE%点౮で࡞業ऀに指ࣔする͜とで，ϐοΩϯά

ϛεをݮしている。

☬3☭　ग़ՙ実から品ごとのग़ՙϥϯΫをࣗಈఆし，

ग़ՙϥϯΫ上Ґの品を(TPへࣗಈతに集する͜と

により，ϐοΩϯάޮの上をਤっている。

☬4☭　ϐοΩϯά業務ؒ࣌֎には，ଞのݿとのؒでग़ՙ

ϥϯΫの変ಈにԠじた在ݿの入ସえや，ෳ数のอ୨ؒ

での在ݿの٧合せをࣗಈで行い，常に最దな在ݿஔを

ҡ持する͜とがՄで͋る。

寝具出荷用マジックラック
　本γεςϜは，大ख৸۩ϝʔΧʔの送ηϯλʔにೲ入し

たࣗಈݿγεςϜで͋る。ಉϝʔΧʔでは，҆ఆతな在ݿ

理とαʔϏεをఏڙすく最దなࣗಈԽとল力Խをਪਐし

ている。ैདྷはฏஔきΤϦΞにอし，いεϖʔεを要し

ていたものを，ϚδοΫϥοΫ導入によりলεϖʔεԽɾল

ਓԽを実ݱしている。

ओ要༷を࣍にࣔす。

ɾ̐ஈϚδοΫϥοΫ  　1842୨

ɾϚδοΫυʔϦʔˍϚδοΫΧʔ　̐

ɾϚδοΫϦϑλʔ  　̎

　　☬いͣれも入ग़ݿίϯϕϠ̎式当たり☭

特を࣍にࣔす。

いϐοΩϯ，อのϚδοΫϥοΫによりີߴ　☭1☬

ά࡞業εϖʔεを֬อしている。

☬2☭　֤ஈの֨ೲがۉになるように入ݿする͜とで，

ग़࣌ݿのઃ備ՔಇのۉԽを実ݱしている。

☬3☭　上ҐγεςϜから事લにཌのग़ݿσʔλをड信

し，Քಇසのいؒؒ࣌ଳにύϨοτをग़ݿॱにฒ

ସえ，ग़ݿϦʔυλΠϜのॖを実ݱしている。

☬4☭　上ҐγεςϜとのີな࿈ܞにより，ग़ݿॱをಉ一

ϐοΩϯάκʔϯผにける͜とで，ϐοΩϯά࡞業の

ޮԽにݙߩしている。
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寒冷地対応機械式駐車場
　߽ઇ地Ҭに機械式றंઃ備をೲ入するࡍ，ओな՝として

ʮ༥ઇࡎにؚまれるԘԽよるࡺの発ੜʯとʮηϯαのಈ࡞

݅☬Թ☭ʯがڍげられる。本報では，͜れらを解ফするた

めのରԠについて紹介する。

　ं྆を֨ೲするύϨοτにं྆に付ணしたઇ解けਫがཷま

ると，ύϨοτҠ࣌ࡌにそのਫがं྆やறंઃ備のϝΠϯ部

がਐ行する。͜のような͜とが発ੜしないようࡺにམ下しࡐ

に，本ஔにはύϨοτからपғにઇ解けਫが͜΅れない

ように，ӽਫࢭめおよͼഉਫ用のਫൈき݀をઃけている。ύ

Ϩοτからഉਫされたઇ解けਫはすてのϑϨʔϜにઃけら

れたඉを௨ってচ面にഉਫされ，ݐにઃけられているഉਫ

へྲྀれていく。͜れにより，ऩ容されているं྆やறंઃߔ

備のϝΠϯ部ࡐにࠞࡺじりのԘਫが付ணする͜とをࢭして

いる。

　ηϯαのಈ࡞݅☬Թ☭については，ϚΠφε̑ˆまでと

なっているが，߽ઇ地ҬではϚΠφε̑ˆҎ下のؾԹにな

る͜とが想ఆされる͜とから，֎ؾが入りࠐΈやすい߱ࣨ

部や֎部にするૢ࡞ύωϧ部のओ要ిؾ品部にはώʔλを

ઃஔし，ηϯαのಈ࡞݅をຬたすԹをΩʔϓできるよう

にしている。

　͜れらのରࡦをߨじる͜とで，٬ސの要ٻやຬをຬた

し，ྫྷפ地の機械式றंઃ備のൢചଅਐをਤっていく。

ύϨοτ ඉ

ഉਫߔ
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　新型コロナウィルスが５類へ移行し，半導体不足には解消
の兆しがうかがえ，自動車生産台数も回復基調にある。
「100年に一度の大変革期」と呼ばれる自動車業界において
は「脱炭素化」「CASE」をキーワードに電動化や自動運転
などの開発が加速している。鍛造業界においても，EV化に
伴う鍛造部品の取り込みを各社が模索している状況である。
鍛造機械の需要は，2020年以降の設備投資計画凍結の緩和傾
向が感じられるものの，世界情勢の不透明感や資材およびエ
ネルギー価格高騰の影響を受け，投資意欲は未だ鈍化が継続
している状況である。
　当社製鍛造プレスは，機械の自動化・省力化・高速化技術
や多品種少量生産に対応した柔軟性のある生産システムに加
え，騒音・振動などの作業環境の改善が期待できる駆動系技
術を特長としている。また，機械式プレスだけでなく，大型
油圧プレスを高速・高精度化する油圧制御技術も有している。
　従来機種としては，30000kN鍛造プレス設備を海外顧客向

けに納入予定である。本設備は熱影響を受けにくい高精度X
型スライドギブを採用し，製品精度の向上を図っている。ま
た，国内顧客向けには，従来機種に内製湿式クラッチ＆ブレ
ーキを搭載した16000kN鍛造プレス設備を納入した。湿式ク
ラッチブレーキは，油圧制御技術を踏まえて騒音・振動など
の作業環境の改善と，ライニング摩耗低減に伴うメンテナン
ス頻度の低減が期待できる。
　このほかに58800kN超高圧発生装置（油圧プレス）を海外顧
客へ納入した。本装置は理学関連の研究や固体物質合成に使
用される研究用途の大型実験設備であり，直動駆動の油圧発
生源を具備し，緻密な油圧コントロールを可能としている。

58800kN超高圧発生装置
　本ઃ備は，6)PγϦʔζ機の58 800 kNߴѹ発ੜஔ

で͋る。

を目తとܗྉۭؒࢼԹ੩ਫѹ力場ðのߴѹ下ঢ়ଶïߴԹߴ　

し，ओに࣭の合を行うઃ備で͋る。

ओ要༷を࣍にࣔす。

ɾܕ式 6)Pô6000

ɾ力 58800kN

ɾϓϨεετϩʔΫ 174NN

ɾτϥϯέʔγϣϯ ˘100NN，˘125NN，˘145NN

ɾσʔϥΠτ 1108NN

特を࣍にࣔす。

（1）当社ಠࣗのׂ̒ப方式のΨΠυϒϩοΫを࠾用した

̎ஈԡしઐ用のஔで͋る。

（2）ώʔςΟϯάγεςϜと組Έ合Θせる͜とでߴԹߴѹ

下ঢ়ଶをܗする͜とができる。　　　

（3）༉ѹにはඍྔుग़がՄなA$αʔϘۦಈのϓϥϯ

δϟϙϯϓを࠾用し，̎ฒྻઃஔのަޓӡసにより

。をՄとしているޚѹ੍ݮの࿈ଓՃؒ࣌
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30000kN鍛造プレス
　本ઃ備は，εϥΠυのΨΠυ部をXܕとし，ுのӨڹ

をडけにくいߏとした30000kNؒϓϨεで͋る。

ओ要༷を࣍にࣔす。

ɾ ܕ式 FPX-3000

ɾ ϓϨε力 30000kN

ɾ ϓϨεετϩʔΫ 350NN

ɾ ϓϨεετϩʔΫ数 60TQN

ɾ 最大࡞業ճ数 15UQN

ɾ γϟοτϋΠτ 1000NN

特を࣍にࣔす。

ï1ð 用࠾εϥΠυΪϒをܕਫ਼XߴϑϨʔϜおよͼੑ߶ߴ

しており，製品のߴਫ਼Խをਤっている。

ï2ð γϟοτϋΠτௐ機ߏをΥʔϜΪϠʴA$αʔϘ

Ϟʔλとする͜とで，ߏの簡ૉԽおよͼਫ਼の上を

ਤっている。

ï3ð ϘτϜϊοΫΞτには༉ѹ࡞ಈ式を࠾用し，อશੑ

を大෯に上させている。

16000kN鍛造プレス
　本ઃ備は，ΞϧϛϥΠϯけの16000kNؒϓ

Ϩεで͋る。

ओ要༷を࣍にࣔす。

ɾ ܕ式 FPX-1600

ɾ ϓϨε力 16000kN

ɾ ϓϨεετϩʔΫ 280NN

ɾ ϓϨεετϩʔΫ数 60TQN

ɾ 最大࡞業ճ数 10UQN

ɾ γϟοτϋΠτ 600NN

特を࣍にࣔす。

ï1ð εϥΠυΨΠυのܺؒを最খにすく，εϥΠυΨΠ

υにはுのӨڹをडけにくい̭ߏܕを࠾用し，製

品のߴ品࣭ɾߴਫ਼Խを実ݱしている。

ï2ð ϝϯςφϯεੑ上，ϥϯχϯάίετݮを目తと

して，当社がಠࣗ։発した࣪式ΫϥονϒϨʔΩを࠾用

している。

ï3ð ࣪式ΫϥονϒϨʔΩの࠾用により૽Իɾৼಈを大෯

にݮし，࡞業ڥのվળをਤっている。



住友重機械技報　No.213　2024

26Ճ工機械

ʪ࢈業機ث事業部ʫ

ʪ࢈業機ث事業部ʫ

25000kN自動鍛造プレス トランスファフィーダ更新
　本ઃ備は，طೲ入ઃ備で͋る25000kNࣗಈϓϨεの

製品ൖ送ஔïτϥϯεϑΝϑΟʔμðを，機械式からA$

αʔϘϞʔλۦಈ式に更新したもので͋る。

ओ要༷を࣍にࣔす。

ɾܕ式 上部ݒՍA$αʔϘϞʔλۦಈ式

元10࣠τϥϯεϑΝϑΟʔμ࣍̏   

   ïi-Tr!nTGerð

ɾ 送りετϩʔΫ 320NN

ɾ つかΈετϩʔΫ ยଆ50ʙ100NNïՄ変ð

ɾ 持上げετϩʔΫ 50ʙ100NNïՄ変ð

ɾ ετϩʔΫ数 20ʙ40TQNïՄ変ð

ɾ ඍετϩʔΫ数 ̑TQN

特を࣍にࣔす。

ï1ð ϓϨε内に入されたࡐྉは，֤工ఔの࡞ܕ業を௨し

てՃ工される。本ஔは，それぞれの࣍工ఔへのൖ送を

ࣗಈで行う͜とを目తとしたஔで͋る。

ï2ð ϑΟϯΨʔを༗する一ରのϑΟʔυόʔが，֤A$

αʔϘϞʔλのۦಈによりΫϥϯϓïつかΈð，Ϧϑτ

ï持上げð，Ξυόϯεï送りðの֤ಈ࡞を行い，ࡐྉを࣍

工ఔへとൖ送する。

ï3ð A$αʔϘϞʔλۦಈにする͜とで，ൖ送݅のઃఆ

が容қとなり，ଟ品छにରԠしたൖ送を実ݱしている。

※「i-Tr@nsfer」は，住友重機械工業株式会社の登録商標です。
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ツインベルト式連続アンローダ
　本機は，ԭೄి力株式会社ۚՐ力発ి所にઃஔされたੴ

用πΠϯϕϧτ式࿈ଓΞϯϩʔμで，30000%8Tڃのધ

ഫから60000%8TڃのધഫまでՙՄなઃ備で͋る。

　本機の特として，先部の۷ϒϨʔυとεΫϦϡから

るεΫϦϡϑΟʔμ部でՙをऔりࠐΈ，εΫϦϡ上部の

์ग़ޱから์ग़されたՙをπΠϯϕϧτによりڬΈࠐΈ，ਨ

部からϒʔϜ部までൖ送する方式で͋る͜とがڍげられ

る。ൖ送方๏をπΠϯϕϧτ式にする͜とで機ମ重ྔのܰྔ

Խを実ݱし，重ྔ੍ݶのݫしい؛นにおいても700U�hという

。いൖ送力を֬อしているߴ

部をՙにରして常にਨかつਫฏにҠಈできるෳ合ӡ۷　

స機を༗する͜とから，ՙ方๏が容қでޮのྑいՙ

がՄで͋る。また，۷による発ਖがগないだけでなく，

面でも༏ڥ，࿏もີดされているのでܦ部Ҏ߱のൖ送۷

れたઃ備としている。

　さらに，ԭೄ特༗のߴԹଟ࣪ڥにもରԠできるよう，

γϡʔτ΄か֤部ࡐにεςϯϨεࡐを࠾用した͜とにՃえ，

ϑοૉथࢷృによる৯ରࡦも実ࢪしている。

　世界経済は，コロナ禍による影響はおおむね解消され回復
しつつあるがロシアのウクライナ侵略の長期化，中東での戦
闘，米中対立など，依然不安な状況が続いており，今後もさ
まざまな環境の変化が予想される。
　当社を取り巻く国内の事業環境も，好況な分野と厳しい分
野が共存する状況であるが，中長期のメガトレンドである
ESGやDXの潮流の継続は確実と考えられる。このような市
場においては，顧客とともに社会課題の解決に貢献できる製
品を提供することが必要となる。
　鉄鋼セグメントは環境，安全，生産性向上を背景とした老
朽化設備更新や，自動化・遠隔操作化などの投資が見込まれ
る。電力・エネルギーセグメントは，脱炭素が加速的に進み,
バイオマスや洋上風力などの再生可能エネルギー発電関連の
需要が増加する見込みである。港湾セグメントは，今後も主
要港での荷役設備更新は堅調とみられるが，脱炭素化に呼応
する新技術が必要条件となってきている。造船セグメントは，

設備投資にやや慎重であるものの環境問題対応の新造船に需
要があり，一定数のクレーン需要は見込まれる。
　当社では，高機能で環境性能も高く，将来の遠隔・自動化
を考慮した天井クレーン，アンローダ，水平引込みクレー
ン，ジブクレーンなどの各種クレーンを，鉄鋼，電力・エネ
ルギー，港湾，造船をはじめとした国内外の幅広い顧客に納
入し，顧客の課題や社会課題の解決に貢献している。
　天井クレーンでは，製鉄所向けを中心に自動化クレーンを
含む各種クレーンを納入している。アンローダでは，バイオ
マス燃料荷役に対応した環境にやさしい各種クレーンを納入
している。水平引込みクレーンでは，高効率化を実現したク
レーンを港湾向けおよび各種工場向けに納入している。
　また，サービス事業では点検，部品交換，オーバーホール
などに加え，設備・予寿命診断やリモートメンテナンスなど
により，納入した設備の健全化を図り，安定操業の維持およ
び向上に貢献している。
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垂直スクリュ式連続アンローダ
　本機は，ಙࢁ下দߓւ̕号؛นにઃஔされたόΠΦϚε

ϖϨοτՙ༲用74$ï7erUiDaM 4Drew $onWeZorð式࿈ଓΞϯ

ϩʔμで，14000%8Tڃのધഫから最大64000%8Tのધഫ

までޮのྑいՙがՄなઃ備で͋る。

　本機の特として，先の۷ϒϨʔυをճసさせる͜と

でધᢥ内のՙをऔࠐΈ，ਨεΫϦϡίϯϕϠでਨൖ送を

行う͜とがڍげられる。先がίϯύΫτで，機ମ重ྔがܰ

ྔな͜とから，ઃஔ؛นにෛ担をかけない͜とにՃえ，۷

によるคਖの発ੜがগなく，ൖ送ܦ࿏のີดԽにより機֎へ

のคਖඈࢄがࢭでき，ڥରԠにも༏れたઃ備としている。

　ϒʔϜટճɾϒʔϜى෬ɾਨεΫϦϡεΠϯάの̏つの

ӡಈܥಈ࡞機ߏにより，εΫϦϡ先を意のҐஔにҠಈさ

せる͜とができるので，ધ内のՙをޮྑくऔりࠐΉ͜とが

Մで͋る。さらに，۷ϒϨʔυをΠϯόʔλԽし，εΫ

Ϧϡのෛՙに見合った۷ϒϨʔυのऔࠐΈྔとなるよう，

機をઃけており，εΫϦϡաෛՙޚϒϨʔυճస数੍۷

をࢭし，ՙޮを上させている。

300/50tレードルクレーン
　本機は，த部᭄߯株式会社の製所ï製߯工場ðにઃஔされ

た300�50UϨʔυϧΫϨʔϯで，༹߯ುӡൖおよͼഉᕥ࡞業

を行う。ओרɾิרを備えた̐Ψʔμ̎τϩϦλΠϓで͋る。

ઃஔ場所が内部で͋る͜とから上༌送がՄなαΠζと

し，ిࣨؾなどをϢχοτԽしている。

　֤ஔの੍ޚ方๏にΠϯόʔλ੍ޚを࠾用する͜とでε

Ϝʔζなӡసを実ݱし，ނো࣌に備えて༧備用Πϯόʔλを

ࡌしており，֤Πϯόʔλがނোしたࡍには，ସえε

Πονで༧備Πϯόʔλにりସえる͜とがՄで͋る。ま

た，Πϯόʔλަ用の۩ྨをઃஔし，ަ࡞業ؒ࣌の

ॖԽおよͼ࡞業ੑの上をਤっている。

　҆શରࡦとしては，りϏʔϜをるϫΠϠϩʔϓ̐本の

うͪ，̍本がஅしてもམ下しないߏを࠾用している。

　本機は，ӡసࣨおよͼςϨίϯでのૢ࡞にՃえ，意のҐ

ஔから目త地までのࣗಈӡసがՄなઃܭとなっており，Ϋ

ϨʔϯやݐにϦϛοτεΠονをઃஔする͜とでਖ਼֬に目

త地に౸ୡするよう੍ޚしている。
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75/35tレードルクレーン
　本機は，ϨʔυϧΫϨʔϯで，༹࿉ΤϦΞݐにઃஔされ

༹߯ುのӡൖや༹߯のઃ備への入に用される。

　本機はྡするطઃ機と΄΅ಉ༷で͋るが，ిؾ品ଆ

Ψʔμおよͼి機品ଆΨʔμの྆ଆからのࠐΈをՄと

するาಓのઃஔや，さるఐࢠから֊ஈへのߏ変更により，

さるఐࢠによるঢ߱を最খݶとしたり，行Ϩʔϧ上のคਖ

আڈに用いるϑΝϯのઃஔ，ݐর໌が届かないՕ所へのর

໌౮のઃஔなど，ϝϯςφϯεを容қかつ҆શに実ࢪՄと

なるように֤部のվળを実ࢪした。

　本機はڅ༉࡞業のܰݮを目తとして，ిಈάϦʔεϙϯϓ

をࡌし，ΫϨʔϯશମへのࢷڅをࣗಈで行えるものとして

いる。

　また，ר上げɾ横行ɾ行には̎࣍ޚ੍߅を࠾用し，ط

ઃ機とಉ༷のૢ࡞感としている。

　҆શੑにおいては，ྡΫϨʔϯとのিಥࢭஔを̎ஈ

֊でઃஔしており，Ի৭のҧうܯ報を໐らす͜とで，ੑٸۓ

をえている。

290/40t天井クレーン
　本機は，株式会社ਆށ製߯所Ճݹ川製మ所にઃஔされた

290�40UఱҪΫϨʔϯで，ओにόοΫΞοϓϩʔϧަなど

のؒѹԆઃ備のอक࡞業に用される。また，ిಈεϥϒ

Ϧϑλをଓする͜とがՄとなっており，෭࣍తにはεϥ

ϒൖ送にも用される。

　本機はطઃݐにਾえ付けられる͜とから，ݐへのྠ重

ෛՙをݮすくαυϧόϥϯαλΠϓを࠾用し，ओרɾิ

にはΠޚಈ੍ۦϑοΫટճの֤ஔのר横行ɾ行，ओ，ר

ϯόʔλを࠾用する͜とでૢੑ࡞の上をਤっている。

　また，ނো࣌に備えて༧備用Πϯόʔλをࡌしており，

֤ΠϯόʔλがނোしたࡍにはସえεΠονで༧備Πϯ

όʔλにりସえる͜とがՄで͋る。行ӡసについては，

数ӡసがՄݮಈஔのۦのୀආӡసができるように࣌োނ

となっている。

　さらに，҆શஔにおいては横行ɾ行Ґஔをݕग़し，د

りݶքҐஔでݮɾఀࢭを行うϦϛοτεΠονの΄か，ྡ

ΫϨʔϯとのিಥࢭஔもऔり付けており，ޓいのΫ

Ϩʔϯが近したࡍにはܯ報が໐ಈする͜とで，҆શੑをߴ

めている。
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全天候岸壁60(30＋30)t天井クレーン
　本機は，+FEྲྀ株式会社本事業所のଟ品छՙରԠ

のધੵΈग़ՙにࡐนにઃஔされたఱҪΫϨʔϯで，֤छ߯؛

。用される

　本機には，ް൘ϋϯυϦϯά用に̎छྨの৳ॖ式ϦϑςΟ

ϯάϚάωοτ付きりϏʔϜが，ްۃई߯൘ϋϯυϦ

ϯά用にؙϏϨοτ用りϏʔϜが，ҟܗ߯ϋϯυϦϯά

用に߯用りϏʔϜが，464ࡐのϋϯυϦϯά用に28.5 U

ϑοΫϒϩοΫがઐ用り۩として४備されている。͜れら

をΫϨʔϯଆのڞ用ϏʔϜにりସえる͜とでޮతなՙ

をՄとし，ܰՙ重࣌のר上げをఆ֨の1.5ഒとし

て࡞業の上をਤっている。

　また，ΫϨʔϯଆのڞ用ϏʔϜにはిಈπΠετϩοΫϐ

ϯとΦʔτΧϓϥをઃけ，ӡసखϫϯϚϯでのり۩の付ସ

えをՄとしている。

　さらに，ધに߯൘をࡌせていくաఔでધがいたࡍには

ࣼに合Θせてՙ下ろしできるよう，ڞ用ϏʔϜࠨӈのγʔϒ

としている。͜の΄か，ϦϑςΟϯάߏさを変えられるߴ

Ϛάωοτՙதのఀిରࡦとして，ϦϑςΟϯάϚάωο

τ用のόοςϦによるר下げおよͼ横行ୀආをՄとしてい

る。

20t天井クレーン
　本機は，今࣏మ߯ηϯλʔ株式会社にઃஔされた20UఱҪ

ΫϨʔϯで，ઐ用のりϏʔϜを用し，ओに᭄߯のਫり

とൖ送࡞業に用される。

　本機は，طઃݐにਾえ付けられる͜とから，ݐへのྠ

重ෛՙを੍ݶする必要が͋り，上げՙ重のൣғによって横

行のدりੇ๏のସえがՄとなるよう，ՙ重ܭと横行دり

上げɾר。ग़するϦϛοτεΠονをઃஔしているݕをݶ੍

横行ɾ行の֤ஔのۦಈ੍ޚにΠϯόʔλを࠾用しૢੑ࡞

およͼϝϯςφϯεੑの上をਤっている。

　また，؛นおよͼւ上にுりग़してՔಇするΫϨʔϯで͋

る͜とから，ϫΠϠϩʔϓ৯ରࡦとしてר上げஔશମに

Χόʔをઃஔするとともに，ϝϯςφϯεを容қにすく上

面ɾଆ面には։์Մな֖ߏを࠾用している。

　さらに҆શஔとして，横行ɾ行Ґஔにおけるدりݶք

Ґஔでݮɾఀࢭを行うϦϛοτεΠονをઃஔして҆શ

ੑをߴめている。横行ɾ行のݻఆஔにはঢ়ଶをݕग़する

ϦϛοτεΠονをஔし，ΫϨʔϯӡసૢ࡞とのΠϯλʔ

ϩοΫをઃけている。
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43.3 tタイヤマウント式塔形ジブクレーン
　本機は，വؗߓߓொ;಄#؛นにίϯςφのՙ用として

ઃஔされたλΠϠϚϯτ式ౝܗδϒΫϨʔϯで，࡞業ܘ

は最大37.2Nから最খ10.7Nとし，ίϯςφ30.5 Uï重ྔの

場合は40Uまでðの上げ力を༗している。

　本機は，ϑοΫにిಈ༉ѹճస方式を࠾用し，360� ટճ

がՄで͋る。ר上げఆ֨は0.6N�Tで，ແෛՙ࣌にはఆ

֨の̎ഒまでରԠでき，࡞業ੑを上させている。

行ஔはλΠϠϚϯτ式となっており，Ϩʔϧをෑઃでき

ないެ؛ڞนなどにઃஔՄとしている。

　また，機上にはిݯઃ備としてΤϯδϯ発ి機をࡌし，

ಈ࣌࡞のճੜΤωϧΪʔはϋΠϒϦουஔにえ，力行࣌

のΤωϧΪʔに࠶ར用する͜とにより，೩ྉফඅやഉग़Ψε

のݮにد༩している。

　֤ಈ࡞は，Πϯόʔλ੍ޚを࠾用する͜とによるεϜʔζ 

なىಈɾఀࢭや，ඍӡసによるりՙのߴਫ਼なҐஔ合Θ

せをՄとした。

　さらに，εϖʔεώʔλや༉ѹ用ώʔλをઃஔするな

ど，ྫྷפ地ڥにおいてもεϜʔζなՙができるようྀ

している。

　今後もίϯςφൖ送ઃ備としてޮతՙへのݙߩがظ

される。

20.5 t水平引込みクレーン式アンローダ
　本機は，東ιʔ株式会社ߏ内にੴփੴ用としてઃஔされた

Ξϯϩʔμで͋る。上げ力は，最大24.5ܘNで20.5U

りがՄで͋り，1100U�hの力を༗している。

　本機のՙ力は，ւ֎製のܰྔάϥϒόέοτの࠾用

により௫Έྔをଟくする͜とで，ंྠՙ重はそのままで，

900U�hïطઃ機ðから1100U�hに上ঢさせている。

　ւଆにはϗούとϕϧτϑΟʔμを備えており，ધからՙ

下ろししたՙをܧଓతに地上ίϯϕϠにྲྀす͜とができ

る。

　また，ધとΫϨʔϯのؒのམ߭をճऩするམ߭डけをઃஔ

している。一ൠతにམ߭डけはճऩしたམ߭をϕϧτϑΟʔ

μにྲྀすが，本機ではஔ上の都合でճऩしたམ߭を地上ί

ϯϕϠにྲྀすかたͪにしている。

　さらに，Ψʔμ横にઃஔしたਫચいஔはϗού，ϕϧ

τϑΟʔμおよͼάϥϒόέοτのਗ਼用としてར用でき，

Ψʔμ上面からϗού横までશ面にϑϥοτなาಓをઃஔす

る͜とで，࡞業࣌の҆શੑも考ྀしている。
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20t水平引込み式塔形ジブクレーン
　本機は，ધഫの製࡞およͼ組ཱて用としてઃஔされたౝ

40Nまでがܘ業࡞，δϒΫϨʔϯで͋る。上げ力はܗ

20U，最大࡞業80ܘNで16UりがՄで͋る。

　本機のఆ֨ר上げは0.150N�Tで，ՙ重によりఆ֨

の̎ഒまでରԠՄとしており，ܰՙ重࣌の࡞業ੑを上

させた。ટճは࡞業45ܘNまでは0.333r�Nin，45Nを

え80Nまでは0.250r�Ninとしており，δϒ先のҠಈの

変Խをগなくしている。

　さらに，֤ಈ࡞にΠϯόʔλ੍ޚを࠾用する͜とにより，

εϜʔζなىಈɾఀࢭおよͼඍӡసによるりՙのߴਫ਼

なҐஔ合ΘせをՄとした。

　本機は，所ߏ内で最の࡞業ܘを༗するౝܗδϒΫ

Ϩʔϯで͋り，ધഫの製࡞およͼ組ཱてのޮԽに重要な

ׂを担う͜とがظされている。

60t水平引込み式塔形ジブクレーン
　本機は，株式会社χονπদӜ工場内に大ݐܕの製࡞

およͼ組ཱて用としてઃஔされたౝܗδϒΫϨʔϯで͋る。

業࡞30Nまでが60U，最大ܘ業࡞，上げの上げ力はר

57ܘNで10UりがՄで͋る。

　本機のר上げఆ֨は0.117N�Tで，ՙ重によりఆ֨

の̏ഒまでରԠՄとしており，ܰՙ重࣌の࡞業ੑを

上させた。ҾࠐΈಈ࡞は，ҾࠐΈυϥϜでҾࠐΈ用ϫΠϠ

ϩʔϓのרऔりを行うとಉ࣌に，ಉυϥϜ࣠上のਫฏҾࠐΈ

ௐυϥϜからר上げ用ϩʔϓが܁りग़される͜とでՙのਫ

ฏҾࠐを実ݱし，࡞業ੑをߴめている。

　֤ಈ࡞にはΠϯόʔλ੍ޚを࠾用する͜とにより，εϜʔ

ζなىಈɾఀࢭおよͼඍӡసによるりՙのߴਫ਼なҐஔ

合ΘせをՄとした。

　本機は株式会社χονπদӜ工場で，大ݐܕの製࡞お

よͼ組ཱてのޮԽに重要なׂを担う͜とがظされてい

る。
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49tリフティングマグネット付き橋形クレーン
　本機は，+FEενʔϧ株式会社本製మ所ࢁ地区の

ΫϨʔϯで，ओにܗڮนにઃஔされたηϛϩʔϓτϩϦ式؛

製మ所内でܗした߯൘のग़ՙ࡞業を行う。

　本機のӡసࣨはτϩϦとともにҠಈするϚϯτϩϦ式で，

りϏʔϜ下には٬先支څ品で͋るϦϑςΟϯάϚάωοτ

৳ॖりϏʔϜをऔり付けている。ΫϨʔϯにはӡసࣨの΄

かにςϨίϯஔを༗しており，੍ثޚを用して地上から

のૢ࡞もՄとしている。֤ۦಈஔにはΠϯόʔλ੍ޚを

。上をਤっているのੑ࡞ૢ，用し࠾

　また，ৼれࢭめஔが組ΈࠐまれたࣗಈӡసがՄで，

Ϡʔυ上でり上げた߯൘をધ内の目ඪとするҐஔまでҠಈ

させるためのר上げや，横行ಈ࡞をࣗಈӡసで行う͜とがՄ

で，ΦϖϨʔλのർ࿑ܰݮにもد༩している。

　さらにఀి࣌には，ϦϑςΟϯάϚάωοτ用のඇ常ిݯ

を用い，ඇ常横行およͼඇ常ר下げӡసをՄとする͜とで

ඇ常࣌の҆શੑも上している。
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　住友重機械マリンエンジニアリング株式会社（SHI-ME）で
は，船舶・海洋構造物の設計，製造，改造，修理などを行っ
ている。
　新造船事業では，2023年度にアフラマックス型原油タン
カー＊３隻を完工し引き渡した。１隻はすでに実績のあ
る「EVA３」シリーズであるが，２隻は新開発した「新
シリーズである。「新EVA」シリーズは，「EVA３」よりも
貨重量を増やしつつも燃費を低減させ，CO2排出量も削減し
た環境に配慮したデザインとなっている。
　船舶修理事業では，横須賀米海軍を中心とした艦艇の修理
工事に注力しているほか，東京湾という立地を生かして，国
立研究開発法人海洋研究開発機構の研究船「かいめい」をは
じめ，さまざまな船舶の修理を行っている。
　海洋構造物事業では，近年，再生可能エネルギーとして注
目を集めつつある洋上風力発電の基礎となる浮体部分の製造
を目指している。所有する大型ドックを活用することで，将
来の15MW級の大規模洋上風力発電にも対応できる浮体部分

EVA」
載

の製造が可能である。
　新造船においては，さらなるCO2削減のための研究開発を
積極的に行っている。「新EVA」シリーズ用に液化天然ガス
燃料対応のオプションデザインを開発し，20%以上のCO2削
減が期待できる。また，再生可能エネルギー利用として，マ
グナス効果を利用したローター帆の適用と，それに対応する
制御技術の開発を行っている。
　船のIoT化では，船の運航状況を陸上から監視できる船舶
監視システム「AVEDAS」を全船に標準搭載しているが，こ
れに，船殻構造に掛かる応力を測定することで疲労度を監視
する新機能を追加した。船殻構造の経年劣化が可視化され，
適切な管理を促すことで，より安全な船の運航に貢献できる
と期待される。

＊「アフラマックス型原油タンカー」は，載貨重量10万tクラスの原油タ
　ンカーを指す呼称。

※「AVEDAS」は，住友重機械マリンエンジニアリング株式会社の登録
　商標です。

アフラマックス型タンカー YOKOSUKA SPIRIT
　:0,046,A 4P*3*Tは，., $enUenniaM .ariUiNe #.7.社

よりडし，2023年̍月にॡ工したʮE7ȀʯγϦʔζの

ΞϑϥϚοΫεݪܕ༉λϯΧʔの̓੭目で͋り，ಉધओάϧ

ʔϓよりडしたॳめてのλϯΧʔγϦʔζધとなる。

　γϦʔζધʮE7Ȁʯは，ΤωϧΪʔޮઃܭ指ඪ（

とݺばれるધの$02ഉग़ྔのগなさをࣔす֊ڃにおいて，

2024年Ҏ߱にॡ工するધのج४で͋るPhaTe̎Ϩϕϧをୡ

している。本ધは，$02ഉग़ྔをさらにݮすくओ機の

EE%*）

ग़力のௐを行い，EE%*においてPhaTe̎より10ˋݫしい

PhaTȅϨϕϧをୡしている。

　また本ધでは，4)*-.Eが։発したધഫࢹγεςϜで͋

るʮA7E%A4ʯをվྑし，実ւҬ実ધੑをよりৄࡉにࢹ

する͜とを目తとして，ӡߤに関するσʔλを15ඵごとにऩ

集している。͜れにより，用ધऀのધഫࢹγεςϜにରす

る要ٻ事߲をຬする͜とができ，用ધऀからのધおよͼધ

ओにରするධՁもߴまる͜とがظされる。
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アフラマックス型タンカー PENELOPE
　PENEL0PEは，4A.04 4TEA.4)*P $0.よりडし，

2023年̑月にॡ工したʮ新E7AʯγϦʔζのΞϑϥϚοΫ

εݪܕ༉λϯΧʔの̍੭目で͋る。

　ʮ新E7AʯγϦʔζは，ધܕのվྑによりਫの߅をݮ

するとともに，ધのલ後方にい特తなډ住区ܗঢ়によ

り෩ѹ߅をݮしている。さらに，লΤωμΫτなどの付

Ճを࠾用する͜とによりਪਐޮを上させ，༏れた೩අ

ੑを実ݱしている。また，લγϦʔζધよりも大きな՟

容ੵを備えた͜とで，٬ސのऩӹੑ上がظされる。

　本γϦʔζધは，そのߴい೩අੑで$02ഉग़ྔをݮし

ている΄か，ૉࢎԽ（N0Y）ഉग़ྔもݮさせるく，ओ

機にഉΨε࠶॥γεςϜを࠾用している。さらに本ધには

40YεΫϥόʔを࠾用しており，ེԫࢎԽ（40Y）ഉग़੍ن

をຬしつつίετのེߴԫ೩ྉを用する͜とができる

　また，ધһのੜ׆の࣭上を目తとして，લγϦʔζધよ

りも々としたδϜの΄か，ધߕڮ൘にεΠϛϯάϓʔϧも

ઃஔしている。さらに，新ܕίϩφΠϧεなどの感છର

をࣨࡦとして，感છऀをִする͜とができる感છରࡦ

備している。

。

アフラマックス型タンカー ANDROMEDA
　AN%30.E%Aは，4A.04 4TEA.4)*P $0.よりडし

2023年̕月にॡ工したʮ新E7AʯγϦʔζのΞϑϥϚοΫ

εݪܕ༉λϯΧʔの̎੭目で，2023年̑月にॡ工したλϯΧ

ʔPENEL0PEのಉ࢞ܕຓધで͋る。

　ʮ新E7AʯγϦʔζは，ધܕのվྑによりਫの߅をݮ

するとともに，ધのલ後方にい特తなډ住区ܗঢ়によ

り෩ѹ߅をݮしている。さらに，লΤωμΫτなどの付

Ճを࠾用する͜とによりਪਐޮを上させ，༏れた೩අ

ੑを実ݱしている。また，લγϦʔζધよりも大きな՟

容ੵを備えた͜とで，٬ސのऩӹੑ上がظされる。

， 　本ધは，ૉࢎԽ（N0Y）およͼེԫࢎԽ（40Y）ഉग़ର

解方ؾ用しないւਫిをࡎەࡴ，している΄かࢪを実ࡦ

式のόϥετਫॲ理ஔを備しており，ڥԚછࢭへの

ྀがेになされている。

　また，લγϦʔζધにҾきଓき4)*-.Eで։発したધഫ

しており，本γϦʔࡌγεςϜで͋るʮA7E%A4ʯをࢹ

ζધではધମにԠ力ηϯαをઃஔし，ધ֪ߏにֻかるԠ力

をଌఆできる機をՃしている。A7E%A4によりऩ集し

たσʔλはӡߤのվળやϝϯςφϯεظ࣌のஅなどにཱ

てる͜とができ，ધのՁ上にد༩している。
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　2023年の建機市場においては,  中国を除けば堅調に推移し
た。また，半導体などの調達部品に関する供給不足も落ち着
き，建機メーカー各社とも最高売上げを更新した。
　日本では「2050年カーボンニュートラル」に向けて，国土
交通省が「GX建機」の認定を先行２機種(ショベル，ホイー
ルローダ)で始めた。その後電動ショベル，有線電動ショベ
ルの認定が行われたが，中型ショベルでは１社のみの認定と
なり，電動ショベルの市販化は後日導入される普及支援策待
ちの状況と考えられる。
　住友建機株式会社は，油圧ショベルにおいて北米向けに
フルモデルチェンジした新機種X4Sシリーズを発売した。ま
た，住友重機械建機クレーン株式会社では，海外向け275tつ
りクローラクレーンを発売した。　
　国内のフォークリフト市場は，運輸・倉庫業などの物流現
場を中心に電動化が進んでいるが，一部の製造現場などで
はまだ進んでいないという現状もあり，今後カーボンニュー

トラルを推進するうえでは，電動化適用範囲拡大に課題があ
る。また，プロオペレータが減少したことで，多様なオペ
レータが安全に作業できる環境の提供への期待も大きくなっ
ている。
　今回，住友ナコフォークリフト株式会社では，こうし
た市場ニーズに対応し，エンジン車の代替促進に貢献す
べく，電動カウンタ型フォークリフトQuaPro-Bを2016年
の発売以来，７年ぶりにモデルチェンジした。この新型
QuaPro-B(0.9～2.5 t)は，従来車からデザインを一新して省
エネルギー性および快適性を追求し，安全装備の充実など
も盛り込んでいる。

※「QUAPRO」は，住友ナコフォークリフト株式会社の登録商標です。

油圧ショベル170/190/220/260/300 X4Sシリーズ機(北米向け)
　本機は，ถけのݱ行17ʙ30Uڃ༉ѹγϣϕϧX4γϦʔ

ζをϑϧϞσϧνΣϯδし，後ܧ機छとして発ചした。

特を࣍にࣔす。

ï1ð　$VTUoNi[aCMe hZEraVMiD qow CaManDeɿΧελϚΠζ

Մなϑϩʔόϥϯε

　　重いΞλονϝϯτによるεΠϯάதのΞʔϜのυϦ

ϑτΞτࢭなど，ΦϖϨʔλに合ΘせたΧελϜが

Մで͋る。

ï2ð　New 8ork .oEeĂE$0 NoEe☬E10，P10，4P☭，LiGUinH 

NoEe � ೩අを༏先しੜੑ࢈を上させるΤίϞʔυ，Ϋ

Ϩʔϯ࡞業のૢੑ࡞を上させるϦϑςΟϯάϞʔυ

　　X44γϦʔζのΤίϞʔυE10の೩අはP10より̓�，

P10の೩අは4Pより̒�上している。

ï3ð　TriNCMe reaEZ CraDkeUɿϚγϯίϯτϩʔϧ☬.$ɿ

ěĹİĴĩĳĬ製☭ରԠϒϥέοτ

　　TriNCMeΞϑλʔϚʔέοτΩοτを簡単にΠϯε

τʔϧでき，.$用ηϯαをࡌするखؒをলく͜とが

できる。

ï4ð　10-inDh new NoniUorɿ10Πϯνの新しいϞχλ

　　10Πϯν大ը面Ϟχλは，ߴ解૾ï1280ʷ800☭で，

新しい機☬ΧελϚΠζされたϞχλεΠονϨΠΞ

τ☭を備えている。

☬5☭　8A7E4☬4T%☭ anE 8A7E4ʴï0PT☭ɿඪ४༷の

8A7E4と，Φϓγϣϯの8A7E4ʴ

　　8A7E4ΧϝϥγεςϜが4T%になり，10ΠϯνϞ

χλでࢹೝੑを上させている。また，0PTとして

ʮ8A7E4ʴʯも用意されており，さらなるೝࣝがՄ

で͋る。͜のγεςϜがਓମをݕग़すると，Ϟχλදࣔ

とԻでΦϖϨʔλに௨知する。8A7E4☬4T%☭およͼ

8A7E4ʴ☬0PT☭は，εΠονૢ࡞で簡単にΦϑにでき

る。
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ϑτΞτࢭなど，ΦϖϨʔλに合ΘせたΧελϜが

ï2ð　New 8ork .oEeĂE$0 NoEe☬E10，P10，4P☭，LiGUinH 

NoEe � ೩අを༏先しੜੑ࢈を上させるΤίϞʔυ，Ϋ

Ϩʔϯ࡞業のૢੑ࡞を上させるϦϑςΟϯάϞʔυ

　　X44γϦʔζのΤίϞʔυE10の೩අはP10より̓�，

ï3ð　TriNCMe reaEZ CraDkeUɿϚγϯίϯτϩʔϧ☬.$ɿ

　　TriNCMeΞϑλʔϚʔέοτΩοτを簡単にΠϯε

τʔϧでき，.$用ηϯαをࡌするखؒをলく͜とが

ï4ð　10-inDh new NoniUorɿ10Πϯνの新しいϞχλ

　　10Πϯν大ը面Ϟχλは，ߴ解૾ï1280ʷ800☭で，

新しい機☬ΧελϚΠζされたϞχλεΠονϨΠΞ

☬5☭　8A7E4☬4T%☭ anE 8A7E4ʴï0PT☭ɿඪ४༷の

8A7E4ʴ☬0PT☭は，εΠονૢ࡞で簡単にΦϑにでき

る。
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クローラクレーン275tつり SCX2800A-3(海外向け)
　住友重機械ݐ機ΫϨʔϯ株式会社は，E6 4UaHe 7ഉग़

Ψε੍نにద合した最大つり上げ力275UのΫϩʔϥΫ

Ϩʔϯʮ4$X2800A☩3ʯを2023年11月に発ചした。

　新ੈΧϛϯζ製 L9 Τϯδϯをࡌし，最ߴϨϕϧ

のΫϦʔϯなੑڥを実ݱするとともに，E$0Πϯ

νϞʔυ，ΦʔτΞΠυϧετοϓ機など先ਐの੍ޚ

γεςϜによりলΤωϧΪʔӡసを実ݱした。

　また，ΩϟοτΥʔΫのखすりをඪ४Խし機械への

ΞΫηεをվળ，҆શੑをߴめた。

　༏れた࡞業ੑをތるڧ力なΠϯνはそのままに，よ

りڥに༏しく，より҆શなΫϨʔϯにਐԽした。

　ओ要༷を࣍にࣔす。

　ɾ最大つり上げՙ重　　　　275U

　ɾϒʔϜさ　　　　　　　15.25ʙ91.45N

　ɾλϫʔʴλϫʔδϒ最　60.95ʴ60.95N

　ɾओרิ�רϩʔϓ　　 ̎ʙ110N�Nin

　ɾΤϯδϯఆ֨ग़力　　　　270k8�2000Nin-1

新型QuaPro-B(0.9～2.5 t)
　新ిܕಈΧϯλܕϑΥʔΫϦϑτ2VaPro-#0.9ʙ2.5U

は，ੑվળにՃえσβΠϯにも͜だΘり։発を行った。

߱ੑのվળやΦϖϨʔλのർ࿑ܰݮなどがධՁされ，2023

年のάουσβΠϯをडした☬0.9ʙ2.0UのΈ☭。

特を࣍にࣔす。

☘1☙　εϚʔτなσβΠϯ

　　ӡస੮पりのઃܭをపఈతに見し߱ੑ，લ方ࢹ

ք，ډ住ੑ，ૢੑ࡞のվળを行った。߱ੑに関して

は，当社ではॳめて֨ࠎےϞσϦϯάɾγϛϡϨʔγϣ

ϯを行い，߱ੑの数Խを実ࢪして，ं࣌はےΤ

ωϧΪʔফඅྔを11ˋ，関અෛՙを15ˋݮできる͜

とを֬ೝした。ૢੑ࡞については，2VaPro-3でධな

行ϑΟʔϦϯάやՙϑΟʔϦϯάをܧঝすく，

Ϟʔλ੍ޚを最దԽする͜となどによりεϜʔζなૢ࡞

ੑを実ݱした。

Խޮߴ　☙2☘

　　0.9ʙ2.0Uंの行ϞʔλにPT$事業部とڞಉ։発し

た*P.Ϟʔλを࠾用した͜とで，行࣌ফඅΤωϧΪʔ

をݮした。また，ՙ面では機ثஔの見しや，ό

ϧϒのετϩʔΫηϯαを׆用したϞʔλ੍ޚでলΤω

ϧΪʔを実ݱし，ं྆としてফඅΤωϧΪʔを̕�ݮ

した。

☘3☙　҆શੑ

　　LE%ϔουϥΠτ，ϦϠυϥΠϒϋϯυϧをඪ४

備とした。また，ύεϫʔυによってΦϖϨʔλをࣝผ

し，ΦϖϨʔλผに行やՙを੍ݶする機

など，新しい҆શΦϓγϣϯを४備した。
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　日本を含む世界の多くの国々でカーボンニュートラル達成
に向けたさまざまな取組みが行われている。新日本造機株式
会社は，住友重機械グループのなかでエネルギー＆ライフラ
イン(E&L)セグメントに属しており，貴重なエネルギー資源
を有効活用する技術開発と環境負荷低減に寄与できる製品開
発に日々継続的に取り組んでいる。本報では，新日本造機の
主力事業である発電用蒸気タービン事業から１件，OIL＆
GAS事業から１件の開発事例を紹介する。
　１件目は，2023年版に引き続き，翼性能を追求した要素技
術開発事例である。カーボンニュートラルの観点から着目さ
れているバイオマス市場において，新日本造機では中型機サ
イズに該当する容量の発電設備が多く計画されている。本市
場では，性能が投資回収に大きく影響することから高性能が
求められるうえ，競合他社との厳しい価格競争にさらされて
いる。本開発は，この中型機サイズのタービン内部効率向上
を図るとともに，各設計要素を最適化することでコストとの

両立を図った事例である。
　２件目は，所内電力消費量削減に関する開発事例である。
新日本造機が製作するプロセスポンプは，性能確認を目的と
して社内運転試験を実施しているが，運転試験のたびに多く
の電力を消費し，そこで発生したエネルギーも廃棄されてい
る状況である。この流体の廃エネルギー回収の方法としてハ
イドロリックパワーリカバリータービン(HPRT)を用いた方
法が存在するが，ポンプ仕様に合わせた設計が必要であり，
多様な仕様に対応するには膨大な投資が必要であった。本開
発は，その多様な仕様の廃エネルギー回収に必要なHPRTの
設備数低減を実現した事例である。
　新日本造機は，今後もE&L関連製品とサービスを世に出し
続け，エネルギーと環境の分野で社会課題の解決に貢献して
いく。

中容量長翼機の開発
　新本機株式会社は，2023年൛にࠃ内֎における

10.8ະຬのখنࢄ発ిにରԠすく，ίετかつ

場ࢢ，ཌྷ機ï.γϦʔζðを։発しܕしたখݱを実ޮߴ

入した。一方ւ֎では，٬ސχʔζとしてޮߴɾߴՔಇ

によるߴऩӹԽやॳظίετのݮがڍげられる͜とから，

10ʙ30.8Ϋϥεのத容ྔόΠΦϚε発ిが近年ଟくܭը

されている。先に։発したখܕཌྷ.γϦʔζのѹஈཌྷྻ

は͜れらの要ٻをຬたす͜とから，தܕ発ిྖҬへの.γϦ

ʔζϥΠϯΞοϓ֦充をࢼΈた。.γϦʔζཌྷྻは，最ऴஈ

ঢ়面ੵの֦大とߴՁなΤϩʔδϣϯγʔϧυを変更する͜

とで，ޮߴとՁ֨を実ݱしたཌྷྻで͋るが，தܕ発ిҬ

での品力をڧԽする͜とを目తとしてさらなるޮվળが

必須となった。そ͜でҨతΞϧΰϦζϜï(A๏ðを用いた

数ྲྀମ解ੳï$F%ðによるѹஈཌྷྻஅ面ܗঢ়の最దԽを

行った݁Ռ，ैདྷ機とൺֱして大෯なޮվળをୡする͜

とができた。͜のՌは̑ʙ10.8のখܕཌྷ̢γϦʔζ

にもల։している。.γϦʔζのߴい信པੑと今ճのޮߴ

Խにより，தܕ発ిྖҬでのड֦大がظされる。

低圧段
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試運転時のエネルギー回収設備
　本ઃ備は，新本機株式会社がి力ফඅྔݮへのऔ組

Έとしてূݕをਐめているϙϯϓݧࢼӡస࣌のΤωϧΪʔճ

ऩ実ূઃ備で͋る。

　ϙϯϓの社内ӡసݧࢼではۦಈ機としてϞʔλを用する

͜とからଟくのి力がফඅされ，ϙϯϓによってੜΈग़され

たుग़ΤωϧΪʔは，ϙϯϓ下ྲྀのหをߜる͜とでഇغして

いる。

　本ઃ備は，͜れまで用されていなかった͜のഇغΤωϧ

Ϊʔの༗ޮ׆用を目తとしたγεςϜで͋る。ࢼӡసϙϯϓ

のుग़ΤωϧΪʔで)P3Tをۦಈし，)P3Tにଓされた༠

導ిಈ機をճసさせる͜とでճੜి力をճऩできる。さらに，

༠導ిಈ機はճੜΠϯόʔλを介してిݯにଓし，意の

ճస数に੍ޚՄとする͜とで，ଟ༷な༷のϙϯϓにରԠ

できるޮのྑいγεςϜとした。

，しておりྃはূݕ実ূઃ備でのి力ճऩن在，খݱ　

2024年Ҏ߱はより大ܕの実ূઃ備でূݕを実ࢪし，社内ӡ

సઃ備として本֨導入をਐめていく。

　͜のγεςϜは，社内ઃ備だけでなく新本機のओ要ސ

٬で͋るੴ༉ਫ਼製ɾੴ༉Խֶϓϥϯτに見られるݮѹϓϩη

εでも׆用Մで͋る͜とから，٬ސϓϥϯτのి力ফඅྔ

してݙߩにݱを௨じて，ੈքのΧʔϘϯχϡʔτϥϧ実ݮ

いく。

周波数調整

誘導電動機
誘導電動機回生電力

吸込み
タンク

回生
インバータ

PUMPHPRT

低エネルギー流体

高エネルギー流体

発電

エネルギー回収



住友重機械技報第213 号発行に当たり

住友重機械技報第213 号をお届け致します。

　本誌は，当社が常々ご指導いただいている方々へ，最近の新製品，新技術をご紹介申し上げ，

より一層のご理解とご協力をいただくよう編集したものです。

　本誌の内容につきましては，さらに充実するよう努めたいと考えますので，なにとぞご意見

賜りたく，今後ともよろしくご支援下さるよう，お願い申し上げます。

　なお，貴組織名，ご担当部署などについては，変更がございましたら裏面の用紙にご記入

のうえ，FAX でお知らせいただきたくお願い申し上げます。また，読後感や不備な点を簡単

に裏面用紙にご記入願えれば幸いに存じます。

2024 年 5 月

〒 141-6025  東京都品川区大崎2丁目1番1号（ThinkPark Tower）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 住友重機械工業株式会社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 技術本部　技報編集事務局
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住友重機械工業㈱
技術本部　技報編集事務局　行
FAX 横須賀 046 − 869 − 2357

貴組織名
担当部署
氏　　名
TEL  No.
FAX   No.

（宛先） （発信元）

送
　
　
付
　
　
先
　
　
変
　
　
更

（旧送付先）

送付番号

組織名称

担当部署

所 在 地

　　　　〒

新しい部署ができた場合ご記入下さい。

組織名称

担当部署

所 在 地

　　　　〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　必要部数　　　　　　　　  部

 1 ．本号で，一番関心を持たれた記事は。

　　

　　

 2 ．本号を読まれたご感想をお知らせ下さい。（○印でご記入下さい。）

　　 1 　興味深かった　　　　　　 2 　特に興味なし

その理由をお聞かせ下さい。

新
　
　
規
　
　
送
　
　
付
　
　
先

本

号

の

読

後

感

に

つ

い

て

（新送付先）

送付番号

組織名称

担当部署

所 在 地

　　　　〒
キ　
　

リ　
　

ト　
　

リ　
　

線

住友重機械技報第213号の送付先の確認と読後感などの件



主要営業品目

事業所
本　　　社 〒 141-6025 東京都品川区大崎2丁目1番1号（ThinkPark Tower）
関  支 社 〒 530-0005 大ࢢࡕ区த೭ౡ 2丁目3番33号（大ࡾࡕҪ࢈Ϗϧ）
த 部 支 社 〒 461-0005 名ݹࢢ東区東1ࡩ丁目10番24号（ӫ大Ϗϧ）
 भ 支 社 〒 812-0025 Ԭࢢതଟ区ళொ8番30号（തଟϑίΫੜ໋Ϗϧ）
ాແ製所 〒 188-8585 東京都東京ࢢ୩ށொ2丁目1番1号
ઍ༿製所 〒 263-0001 ઍ༿ࢢҴໟ区পݪொ731番1号
横須賀製所 〒 237-8555 ਆಸ川ݝ横須賀ࢢՆౡொ19番地
名ݹ製所 〒 474-8501 Ѫ知ݝ大ࢢேொ6丁目1番地
Ԭࢁ製所 〒 713-8501 ԬݝࢁෑۄࢢౡԵౡ 8230番地
Ѫඤ製所

新ډ工場 〒 792-8588 Ѫඤݝ新ډࢢ։ொ5番2号
工場 〒 799-1393 Ѫඤݝࢢ今在Ո1501番地

技術ڀݚ所 〒 237-8555 ਆಸ川ݝ横須賀ࢢՆౡொ19番地
技術ڀݚ所 〒 792-8588 Ѫඤݝ新ډࢢ։ொ5番2号
（新ډ）

本号に関するおい合Θせは，技術本部技報編集事務局（ి番号は
下記）宛お願い致します。

住友重機械工業株式会社のϗʔϜϖʔδ hUUQT���www.Thi.Do.KQ�

技報編集委員

　　　　　　　住 友 重 機 械 技 報
　　　　　　　第213号　ඇച品
　　　　　　　2024 年 5月10印5　 月20発行
発　　　行　　住友重機械工業株式会社
　　　　　　　〒 141-6025　東京都品川区大崎2丁目1番1号

）rewoTkraPknihT（
　　　　　　　おい合Θせి　横須賀 046-869-2300
発　行　ਓ　　ઍ々ؠහ
　　　　　　　　　

                                                       無断転載・複製を禁ず　�

Ѩ部 ণത　
നᖒ　ࠀ年
ޱ　ਅਓ
த川　　ਸ
ాத　ฏ
߶　　ࠜࡔ
ੴ　ٱ
ຎࢤ ༸
લ　྄一
技術本部

（株）ઍాϓϥϯχϯά

ҕ　　һ

事 務 局
編集協力

ླ　࢙
ኍా ਅਓ
Ҫ上　ઍথ
ֿ୩　७ฏ
ϲ୩　ਸ
༗٢　ത
ੴ川 ࣏ݡ
ਡ๚　ٛ
تౡ　༔ز
Ӭқ　

ҕ һ

˞จষதのιϑτΣΞのඪදࣔは，লུしております。

˔ ॥ྲྀಈ層（$F#）ϘΠϥ
˔ όϒϦϯάྲྀಈচ（#F#）ϘΠϥ
˔ ӷԽۭؾΤωϧΪʔஷଂ（LAE4）
˔ ϩʔλϦʔΩϧϯ式ݯࢿ࠶Խઃ備
˔ 集じΜ機ؾి
˔ փॲ理ઃ備
˔ ৠ発ɾথੳஔ
˔ ྲྀಈচΨεԽɿۭؾ式ࢎ�ૉ-ৠؾ式
˔ ഇϘΠϥ
˔ ഇغ発ిϓϥϯτ
˔ $F# εΫϥό
˔ όάϑΟϧλ式ഉΨεॲ理ஔ
˔ ഉԎஔ（બ৮ؐ元๏�ແ৮ഔ

๏）
˔ σδλϧαʔϏε（ϓϥϯτӡ用支援γε

ςϜ）
˔ ઃࢪ業ഉਫॲ理࢈
˔ 下ਫॲ理ࢪઃɿϝϯϒϨϯύΠϓ式ඍࡉ

ஔϛΫϥεؾࢄ๐ؾ
˔ ৠؾλʔϏϯ
˔ ϓϩηεϙϯϓ
˔ ৠཹɾநग़ઃ備
˔ Ԡ容ث
˔ ፩૧
˔ ίʔΫε機械
˔ ৯品ɾҿྉ製ઃ備
˔ ΦΠϧλϯΧʔ
ミクラスは，住友重機械エンバイロメント株式会社の
登録商標です。

˔ ΪϠϞʔλɿαΠΫϩݮ機，ϋΠϙχο
Ϋݮ機，ΞεςϩΪϠϞʔλ

˔ 大ܕΪϠϘοΫεɿύϥϚοΫεݮ機，
特ఆ用్けݮ機，ΧοϓϦϯά

˔ ਫ਼ີ੍ޚ用ݮ機ɿਫ਼ີ੍ޚ用αΠΫϩ
，機ݮ用EαΠΫϩޚ機，ਫ਼ີ੍ݮ
αʔϘϞʔλ用

　༡ݮंࣃ機 *#γϦʔζ
˔ Ϟ ʔ λɾΠ ϯ ό ʔ λɿΠ ϯ ό ʔ λ，

LaGerU�*nWerUek
˔ υϥΠϒιϦϡʔγϣϯɿA(7�A.3用

υϥΠϒιϦϡʔγϣϯ 4NarUriT
˔ ࣗҠಈϩϘοτɿ,eiHanAL*
˔ ਫ਼ີҐஔܾめஔɿ4A�4L 4erieT খܕ

αʔϑΣΠεεςʔδ，TL 4erieT ε
λοΫܕϦχΞΨΠυεςʔδ

˔ Ϩʔβ関࿈ஔ
˔ γεςϜɿ3oMM Uo 3oMMޚ੍ ൖ送ஔ

けۦಈ੍ޚγεςϜ
˔ ϞʔγϣϯίϯϙʔωϯτɿੑߴϞʔ

γϣϯίϯτϩʔϥ .(78，ߴਫ਼αʔ
ϘυϥΠό 4%LN�4%P)，ίΞϨεϦ
χΞϞʔλ 4.�4L�44L，ΤΞΞΫνϡ
Τʔλ AirToniD 50N

˔ 協ಇϩϘοτ
サイクロ，サイクロ減速機，ハイポニック減速機，
アステロ，パラマックス，Smartris，AIRSONICは，
住友重機械工業株式会社の登録商標です。

˔ ࣹग़ܗ機ɿ;ero-NoMEinH，μΠϨΫτ
υϥΠϒγεςϜ

˔ ෧ࢭϓϨε
˔ .)Թྫྷౚ機ɿۃ ྫྷౚ機，ύϧενϡʔ

ϒྫྷౚ機，(.-+T ྫྷౚ機，ιϧϕΠྫྷ
ౚ機

˔ ΫϥΠΦϙϯϓ

˔ ΠΦϯ入ஔ
˔ PET 用αΠΫϩτϩϯγεςϜ
˔ PET 用ༀࡎ合γεςϜ
˔ ཅࢠઢྍ࣏γεςϜ
˔ ਅۭບஔ
˔ ϓϨε
˔ 4TAF（4UeeM TVCe Air ForNinH）
˔ ϦϑςΟϯάϚάωοτ
˔ ඇഁյࠪݕ
˔ εϐχϯάϚγϯ
˔ ΫϦʔϯϧʔϜγεςϜ
˔ 集ਖஔɿ新ܕύϧε式όάϑΟϧλ Τ

ίύϧαʔ
˔ ѹԆ用ϩʔϧ
˔ ฏ面ݚ൫ɿ$N$ ܗฏ面ݚ൫ ,4L

4erieT，$N$  ܗ ฏ 面 ݚ  ൫ ,4L-F
4erieT，ཱ ࣠ ԁ ς ʔ ϒ ϧ ܗ ฏ 面 ݚ  ൫
473 4erieT，ཱ࣠ԁςʔϒϧܗฏ面ݚ
൫ 4P( 4erieT

˔ Ϋʔϥϯτॲ理ஔ
˔ ϥϛωʔλஔɿίϯόΠχϯάΞμϓ

λʔ， 4P47000 ΦʔτT μΠ，ίϯϐϡ
ʔλίϯτϩʔϧγεςϜ .A$4-8in

Zero-molding，STAFは，住友重機械工業株式会社
の登録商標です。
エコパルサーは，日本スピンドル製造株式会社の登
録商標です。

˔ ༉ѹγϣϕϧ
˔ ಓ࿏機械
˔ ΫϩʔϥΫϨʔϯ
˔ 工事用機械（ΞʔευϦϧ，地൫վૅج

ྑ機など）
˔ ӡൖՙ機械ɿ࿈ଓ式Ξϯϩʔμ（όέο

τΤϨϕʔλܕ）
˔ ྲྀγεςϜ
˔ 機械式றं場
˔ ϑΥʔΫϦϑτ

メカトロニクス

インダストリアル マシナリー

ロジスティックス＆コンストラクション

エネルギー＆ライフライン
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